
第
二
章　

新
聞
記
事
に
見
る
山
鉾
行
事
の
近
代
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祇
園
祭
と
感
染
症

今
中　

崇
文

本
事
業
で
は
、
祇
園
祭
山
鉾
行
事
の
近
代
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
明
治
以
降
に
発

行
さ
れ
た
新
聞
記
事
の
調
査
も
行
っ
て
き
た
。
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
京
都
の
地
方

紙
で
あ
り
、
現
在
の
『
京
都
新
聞
』
の
前
身
と
な
る
各
紙
で
あ
る
。『
京
都
新
聞
』
の

起
源
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
九
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
京
都
商
事
迅
報
』 

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
紙
は
、『
商
事
迅
報
』（
明
治
十
二
年
）、『
京
都
新
報
』（
明

治
十
四
年
）、『
京
都
滋
賀
新
報
』（
明
治
十
五
年
）、『
中
外
電
報
』（
明
治
十
七
年
）、『
日

出
新
聞
』（
明
治
十
八
年
）『
京
都
日
出
新
聞
』（
明
治
三
十
年
）
と
改
題
し
、
昭
和

十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
『
京
都
日
日
新
聞
』
と
合
併
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
京

都
新
聞
創
刊
一
一
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
社
史
編
さ
ん
部
会 

一
九
八
九
）。
こ
れ

ら
の
う
ち
、現
在
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
紙
面
を
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
京

都
滋
賀
新
報
』、『
日
出
新
聞
』、『
京
都
日
出
新
聞
』
な
ど
か
ら
祇
園
祭
に
関
係
す
る
記

事
を
抽
出
し
、
順
次
、
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
翻
刻
し
た
記
事
の
中
か
ら
、
明
治
期
に
流
行
し
た
伝
染
病

で
あ
る
コ
レ
ラ
に
関
連
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
た
。
コ
レ
ラ
は
コ
レ
ラ
菌
で
汚
染
さ
れ

た
水
や
食
物
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す
る
感
染
症
で
、
現
在
の
わ
が
国
で
は

き
わ
め
て
稀
な
病
気
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
期
に
は
幾
度
も
の
流
行
を
繰
り
返
し
、

全
国
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
京
都
府
で
も
、
明
治
期
の
三
十
一
年
間
を
通

し
て
、
患
者
九
七
四
五
人
、
死
者
七
八
七
六
人
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
お
も
な
法
定
伝

染
病
（
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
発
疹
チ
フ
ス
な
ど
）
の
中
で
死
者
数
が
最
も
多
い
（
京
都

府
立
総
合
資
料
館　

一
九
六
九
）。
府
内
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
年
と
し
て
、
明
治

十
年
（
一
八
七
七
）、
十
二
年
（
一
八
七
九
）、
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
十
九
年

（
一
八
八
六
）、
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
四
十
二
〜

四
十
三
年
（
一
九
〇
九
〜
一
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
（
京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
室　

一
九
八
〇
）、
祇
園
祭
は
明
治
十
二
年
、
同
十
九
年
、
同
二
十
年
（
一
八
八
七
） 

、
同

二
十
八
年
の
四
度
に
渡
っ
て
コ
レ
ラ
流
行
を
理
由
に
日
程
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
（
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課　

二
〇
一
一
）。

全
国
的
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
明
治
十
二
年
は
、
京
都
府
で
も
死
者
が
一
千
人
を

超
え
（
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
九
）、
そ
の
影
響
を
受
け
た
祇
園
祭

も
前
祭
を
十
一
月
七
日
、
後
祭
を
同
十
四
日
に
延
期
し
て
い
る
。
加
え
て
、
同
月
十
六

日
に
入
洛
が
予
定
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
皇
孫
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
山
鉾
を
供
覧
す
る
た

め
、
七
日
の
巡
行
後
に
も
山
鉾
を
解
体
せ
ず
、
十
三
日
の
後
祭
宵
山
で
は
前
祭
の
山
鉾

も
駒
形
提
灯
に
点
灯
し
、
囃
子
を
し
た
の
で
、
空
前
の
賑
わ
い
に
な
っ
た
と
い
う
。
さ

ら
に
、
同
月
十
五
・
十
六
日
に
は
、
全
山
鉾
が
御
所
に
参
入
し
、
勢
揃
い
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
（
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会　

一
九
七
四
）（
一
）。

こ
の
年
の
日
程
変
更
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
と
し
た
各
紙
の
創
刊
以
前
と
な
る
た

め
、
当
時
の
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
明
治
十
七
年
や
翌

十
八
年
の
記
事
内
で
の
言
及
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
も
、
同
年
の
日
程
変
更
が
歴
史
的

に
も
異
例
の
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
記
事
１
、２
）。
ま
た
、

当
時
、
コ
レ
ラ
へ
の
感
染
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
、
暴
飲
暴
食
や
腐

敗
し
や
す
い
食
物
の
摂
取
を
戒
め
る
記
述
も
散
見
さ
れ
る
（
記
事
２
、３
）。

明
治
十
二
年
と
と
も
に
、コ
レ
ラ
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
の
は
、同
十
九
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
、
祇
園
祭
で
は
、
前
祭
の
神
輿
渡
御
を
十
一
月
十
七
日
、
後
祭
は
二
十
四

日
へ
と
延
期
し
な
が
ら
、
前
祭
・
後
祭
の
山
鉾
巡
行
を
そ
の
間
の
二
十
二
日
の
一
日
で

行
う
と
い
う
異
例
の
日
程
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
京
都
府
は
、
六
月
上
旬
ま
で
に
は
大
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き
な
私
祭
の
執
行
停
止
を
命
じ
て
い
た
よ
う
で
、
各
神
社
の
信
徒
た
ち
が
過
去
に
日
程

変
更
し
た
前
例
が
な
い
か
調
査
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
４
）。
祇
園
祭

の
日
程
に
つ
い
て
は
協
議
中
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
祭
礼
が
実
施
さ
れ
た
十
一

月
ま
で
、
祇
園
祭
に
関
す
る
記
事
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

い
よ
い
よ
十
一
月
に
入
る
と
、
市
内
で
の
コ
レ
ラ
の
流
行
も
落
ち
着
き
を
見
せ
た
よ

う
で
、
祇
園
祭
に
関
す
る
記
事
も
増
加
す
る
。
同
月
上
旬
に
は
、
コ
レ
ラ
流
行
の
沈
静

化
を
受
け
、
祭
礼
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
の
議
論
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
記
事
５
、６
）。
京
都
府
は
同
月
八
日
に
私
祭
と
講
会
の
停
止
を
解
除
し
（
記
事
７
）、

府
内
の
各
神
社
で
は
祭
礼
実
施
に
向
け
た
協
議
に
入
る
（
記
事
８
）。
祇
園
祭
は
、
協

議
を
重
ね
た
上
で
、
同
月
十
七
日
に
神
幸
祭
、
二
十
日
に
く
じ
取
り
式
、
二
十
二
日
に

前
祭
・
後
祭
合
同
の
山
鉾
巡
行
と
す
る
日
程
を
決
定
し
（
記
事
９
、
10
）、
そ
れ
に
従
っ

て
祭
礼
を
執
行
し
て
い
る
（
記
事
11
、
13
、
14
）（
二
）。
巡
行
翌
日
の
二
十
三
日
は
八

坂
神
社
の
新
嘗
祭
で
、
山
鉾
巡
行
の
後
宴
も
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
氏
子
地
域
が
大
い

に
賑
わ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
記
事
16
）。

な
お
、こ
の
年
の
日
程
変
更
は
山
鉾
町
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
よ
う
で
、

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
前
祭
宵
山
前
（
十
二
日
）
に
は
、
下
京
四
組
内
の
各

総
代
と
衛
生
組
長
が
申
し
合
わ
せ
、
衛
生
上
の
注
意
を
促
す
た
め
の
「
衛
生
幻
灯
会
」

を
開
催
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
23
）。

翌
二
十
年
（
一
八
八
七
）、
祇
園
祭
は
前
祭
を
五
月
七
日
、
後
祭
を
十
日
に
執
行
し

て
い
る
。
市
内
の
各
神
社
で
は
、
前
年
の
日
程
変
更
を
受
け
、
四
月
か
ら
祭
礼
執
行
に

向
け
た
議
論
が
湧
き
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
記
事
18
）。
祇
園
祭
は
、
当
初
、

六
月
に
執
行
と
い
う
話
が
出
て
い
た
が
（
記
事
17
）、
祭
礼
費
用
の
支
出
を
め
ぐ
る
議

論
と
も
あ
わ
せ
て
清
々
講
社
と
神
事
係
に
よ
る
会
合
が
行
わ
れ
（
記
事
19
）、
四
月
中

旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
に
は
前
祭
を
五
月
七
日
、
後
祭
を
同
月
十
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
記
事
20
、
21
）。
く
じ
取
り
式
の
様
子
が
報
じ
ら
れ
た
も

の
の
（
記
事
22
）、
宵
山
や
巡
行
当
日
の
記
事
は
と
く
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
、
日
程
変
更
や
中
止
に
ま
で
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
祭
礼
執
行
の
是
非
は

し
ば
し
ば
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
は
、
コ
レ
ラ
以
外
の

感
染
症
へ
の
不
安
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
（
記
事
24
）、
不
景
気
や
米
価
高
騰
を
理
由

と
し
た
山
鉾
巡
行
中
止
の
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
25
、

26
、
27
）。
と
は
い
え
、
引
き
続
き
コ
レ
ラ
流
行
へ
の
不
安
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、

飲
食
物
に
つ
い
て
の
注
意
を
促
し
た
り
（
記
事
28
）、
赤
飯
の
売
れ
行
き
減
少
（
記
事

29
）
を
報
じ
た
り
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
結
局
、
こ
の
年
の
祇
園
祭
は
、「
世
直

し
景
気
直
し
」
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
（
記
事
30
）、
つ
つ
が
な
く
執

行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
記
事
31
）。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
は
、
山
鉾
建
て
の
途
中
で
祭
礼
中
止
に
な
る
と
い
う

異
例
の
年
で
あ
っ
た
。
当
初
、
一
部
で
は
秋
に
延
期
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
出
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
コ
レ
ラ
の
流
行
も
落
ち
着
い
て
い
た
よ
う
で
、
例
年
通
り
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
記
事
33
）。
実
際
、七
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、

八
坂
神
社
が
例
年
通
り
の
日
程
で
実
施
す
る
旨
の
広
告
を
掲
載
し
て
お
り
（
記
事
34
）、

日
程
変
更
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
月
八
日
に
な
っ
て
、

上
京
・
下
京
の
両
区
長
が
八
坂
神
社
を
訪
問
し
、
当
時
の
秋
山
光
条
宮
司
に
対
し
て
秋

ま
で
の
延
期
を
提
案
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る（
記
事
35
）。
そ
の
際
、両
区
長
は
、

秋
ま
で
の
延
期
を
提
案
し
、
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
差
し
止
め
の
命
令
を

出
す
つ
も
り
で
あ
る
と
伝
え
、
そ
れ
に
対
し
て
秋
山
宮
司
は
自
分
一
人
の
判
断
で
は
決

定
で
き
な
い
と
回
答
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
翌
日
（
九
日
）、
両
区
長
は
再
び
八
坂
神

社
に
お
い
て
、
氏
子
講
社
の
各
総
代
に
も
延
期
に
つ
い
て
諮
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
各

総
代
は
承
諾
せ
ず
、
同
日
午
前
か
ら
複
数
の
山
鉾
が
山
鉾
建
て
を
実
施
し
た
こ
と
を
伝
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の
不
足
で
あ
り
、
巡
行
は
行
わ
ず
、
居
祭
り
で
実
施
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
42
）。
こ
の
議
論
は
最
終
的
に
、平
安
遷
都
千
百
年
紀
年
祭
（
十

月
二
十
二
日
よ
り
三
日
間
開
催
）
と
同
じ
、
十
月
に
執
行
す
る
こ
と
で
決
着
す
る
が
、

経
費
の
問
題
な
ど
か
ら
、
山
鉾
巡
行
は
十
四
日
の
一
日
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
京
都
府
は
、
清
々
講
社
の
幹
事
等
を
府
庁
に
呼
び
、
コ
レ
ラ
も
ま

だ
完
全
に
は
収
束
し
て
い
な
い
上
に
、
紀
年
祭
も
あ
っ
て
多
数
の
人
出
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
祇
園
祭
を
十
一
月
に
実
施
す
る
よ
う
説
得
し
た
が
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と

伝
え
て
い
る
（
記
事
43
）。
京
都
府
は
九
月
末
を
も
っ
て
「
私
祭
差
止
」
を
解
除
し
（
記

事
44
）（
三
）、
い
よ
い
よ
祭
礼
実
施
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
予
定
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
祭
礼
執
行
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
異
例

の
事
態
で
は
あ
っ
た
が
、
直
前
に
な
っ
て
さ
ら
な
る
日
程
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
山
鉾
巡
行
は
十
月
十
四
日
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
他
府
県
か
ら
の
紀
年
祭
の
観
覧
者
を
増
や
し
た
い
と
い
う
内
貴
甚
三

郎
紀
年
祭
委
員
長
の
要
望
に
従
い
、
記
念
祭
開
催
日
に
近
い
十
八
日
へ
と
変
更
さ
れ
る

の
で
あ
る
（
記
事
46
）。
こ
れ
で
よ
う
や
く
日
程
が
確
定
と
な
り
、
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
で
は
あ
る
が
（
記
事
48
、
49
）、
祭
礼
に
向
け
て
の
盛
り
上
が
り
が
う
か
が

え
る
記
事
も
見
え
る
（
記
事
47
）。
祭
礼
当
日
に
つ
い
て
も
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
す

る
鬱
憤
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
な
様
子
を
報
じ
る
記
事
が
続
い
て
い
る
（
記
事
50
、
51
、

52
）。
た
だ
し
、
山
鉾
巡
行
や
後
祭
の
神
輿
渡
御
に
つ
い
て
は
、
間
近
に
迫
っ
た
紀
年

祭
の
記
事
に
圧
倒
さ
れ
、
わ
ず
か
に
投
書
に
よ
っ
て
の
み
無
事
の
執
行
が
う
か
が
わ
れ

る
に
過
ぎ
な
い
（
記
事
53
）。

翌
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
は
、
と
く
に
大
き
な
変
更
も
な
く
、
例
年
通
り
の
祭
礼

執
行
と
な
っ
た
（
記
事
55
）。
た
だ
し
、
前
祭
直
前
に
下
京
区
長
か
ら
区
内
各
組
の
衛

生
組
長
・
幹
事
に
対
し
、
飲
食
を
中
心
と
す
る
衛
生
上
の
注
意
に
つ
い
て
の
告
諭
が
な

え
て
い
る
（
記
事
36
）。

事
態
を
憂
慮
し
た
京
都
府
知
事
は
、七
月
十
日
に
祭
礼
差
止
め
の
布
令
を
出
す
が（
記

事
37
）、
そ
の
決
断
に
至
る
ま
で
に
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
（
記
事
38
）。
布
令
発
出
の
前
日
と
な
る
九
日
夜
、
下
京
区
の
衛
生
委
員
が
臨
時

の
衛
生
委
員
会
を
開
催
し
て
祇
園
祭
執
行
の
可
否
に
つ
い
て
協
議
し
、
下
京
区
の
委
員

数
名
が
例
年
通
り
の
執
行
を
強
硬
に
主
張
し
た
も
の
の
、
無
記
名
投
票
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
投
票
結
果
は
直
接
知
事
に
報
告
さ
れ
、
延
期
賛
成
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、

市
参
事
会
に
臨
ん
だ
結
果
、
清
々
講
社
の
主
だ
っ
た
人
々
を
知
事
官
邸
に
招
い
て
十
月

ま
で
の
延
期
を
勧
告
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
コ
レ
ラ
の
新

規
患
者
に
つ
い
て
の
報
告
が
相
次
い
だ
た
め
、
勧
告
は
見
合
わ
せ
、
府
令
発
出
を
決
め

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
さ
れ
た
府
令
に
対
し
、
山
鉾
町
の
反
応
は
様
々
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
当
番
町
で
あ
る
放
下
鉾
町
に
代
表
者
が
集
ま
り
、
協
議
の
場

が
持
た
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
39
）。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
結
論
は
、
す
で
に

鉾
建
て
を
行
い
、
清
々
講
社
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
と
各
町
の
経
費
の
過
半
を
使
っ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
山
鉾
を
解
体
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
一
週
間
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
府
の
回
答
を
伝
え

る
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
十
二
日
鉾
取
崩
」
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
祇
園

祭
山
鉾
連
合
会 

一
九
七
四
）、そ
の
要
求
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
は
最
終
的
に
、
神
輿
渡
御
を
十
月
十
一
日
（
前
祭
）
と
十
八
日
（
後
祭
）
へ

と
変
更
し
、
山
鉾
巡
行
は
前
祭
と
後
祭
を
合
わ
せ
て
十
八
日
の
一
日
で
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
決
定
も
ぎ
り
ぎ
り
直
前
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
に
入
っ
て
も
、
日

程
以
前
に
、
祭
礼
自
体
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
結
論
が
出
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
（
記
事
40
、
41
）。
当
時
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
祭
礼
費
用
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〔
注
釈
〕

（
一 

）
こ
の
際
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
岩
倉
具
視
と
と
も
に
、
十
五
日
に
南
門
前
で
山
鉾
見
物
を
し

た
と
伝
え
る
記
事
も
あ
る
（
記
事
12
）。

（
二 

）
こ
の
年
の
山
鉾
巡
行
当
日
の
出
発
時
間
に
つ
い
て
、
神
戸
居
留
の
外
国
人
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
か
っ
た
こ
と
に
配
慮
し
、
従
来
の
午
前
八
時
か
ら
九
時
の
間
か
ら
午
前
十
時
半
に

改
め
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
記
事
15
）。

（
三 

）
京
都
府
の
「
私
祭
差
止
」
解
除
に
つ
い
て
は
、
十
月
一
日
に
京
都
府
地
方
衛
生
会
が
開
催

さ
れ
議
論
さ
れ
た
が
、
二
・
三
の
質
問
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
大
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た

と
い
う
（
記
事
45
）。

〔
引
用
・
参
考
文
献
〕

祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
編
『
近
世
祇
園
祭
山
鉾
巡
行
史
』
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会　

一
九
七
四
年

京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
市
政
の
形
成
』（
京
都
市
政
史
第
一
巻
）
京
都
市　

二
〇
〇
九
年

京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課
編
『
写
真
で
た
ど
る
祇
園
祭
山
鉾

行
事
の
近
代
』
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課　

二
〇
一
一
年

京
都
新
聞
創
刊
一
一
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
社
史
編
さ
ん
部
会
編
『
京
都
新
聞
一
一
〇
年

史
』
京
都
新
聞
創
刊
一
一
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
社
史
編
さ
ん
部
会　

一
九
八
九
年

京
都
府
医
師
会
医
学
史
編
纂
室
編
『
京
都
の
医
学
史
』
京
都
府
医
師
会　

一
九
八
〇
年

京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
京
都
府
統
計
資
料
集
』
京
都
府　

一
九
六
九
年

さ
れ
る
な
ど
、行
政
に
お
い
て
は
な
お
感
染
対
策
が
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
記

事
56
）。
し
か
し
、
祇
園
町
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
（
記
事
57
）。
ち
な
み
に
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
復
興
さ
れ
た
祇
園

会
練
り
物
は
、
繁
忙
と
コ
レ
ラ
流
行
へ
の
危
惧
を
理
由
に
、
早
々
（
五
月
末
）
に
、
前

年
に
続
い
て
中
止
を
決
定
し
た
と
伝
え
て
い
る
（
記
事
54
）。

こ
れ
以
降
、
祇
園
祭
に
日
程
変
更
の
よ
う
な
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
流
行
は
な
く
な

り
、関
連
記
事
か
ら
も
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
た
だ
し
、人
々

の
間
で
は
、
感
染
予
防
へ
の
意
識
は
引
き
続
き
持
ち
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
前
祭
当
日
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
で
は
、
錦
の

店
（
錦
市
場
）
で
鯖
や
蛸
の
売
れ
行
き
が
落
ち
た
の
は
「
衛
生
注
意
」
の
結
果
だ
と
断

じ
て
い
る
（
記
事
58
）。
翌
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
も
、前
祭
直
前
（
七
月
十
五
日
）

の
松
原
警
察
署
長
に
よ
る
祇
園
祭
に
際
し
て
の
衛
生
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
の
訓
示

が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
（
記
事
59
）、
と
く
に
行
政
側
に
お
い
て
は
大
き
な
課
題
と
し
て

意
識
さ
れ
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
を
通
じ
て
祇
園
祭
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
コ
レ
ラ
の
流
行
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
は
日
程
変
更
と
い
う
大
き

な
決
断
を
も
っ
て
対
処
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
新
聞
記
事
は
、
断
片
的
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
の
一
端
を
後
世
の
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
と
そ
の
他
の

資
料
と
を
重
ね
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祇
園
祭
山
鉾
行
事
の
近
代
を
よ
り
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。引
き
続
き
丁
寧
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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祇
園
祭
と
コ
レ
ラ
関
連
記
事
（
翻
刻
）

〔
凡 

例
〕

・ 
本
資
料
は
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾
行
事
歴
史
資
料
調
査
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
京
都
滋
賀
新
報
』、『
日
出
新
聞
』
及
び
『
京
都

日
出
新
聞
』（
い
ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
を
底
本
と
し
、明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

に
お
け
る
祇
園
祭
と
コ
レ
ラ
関
連
記
事
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

・ 

底
本
の
旧
字
体
・
異
体
字
・
旧
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
な
お
、
変
体
仮
名
・
合
字
は

仮
名
に
直
し
た
。

・ 

誤
字
や
文
意
が
通
じ
が
た
い
箇
所
な
ど
に
、
翻
刻
文
で
は
当
該
語
句
の
直
後
に
（
マ
マ
）
と
付
し
た
。

・ 

底
本
の
印
刷
が
不
鮮
明
な
た
め
に
判
読
困
難
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
相
当
す
る
文
字
数
分
の
□
を
附
し
て
い
る
。

・ 

記
事
の
翻
刻
・
校
正
は
渡
勇
輝
（
佛
教
大
学
大
学
院
）
と
福
持
昌
之
・
今
中
崇
文
（
京
都
市
文
化
財
保
護
課
）
が
担
当
し
た
。
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［
１
］
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
二
十
四
日　
『
京
都
滋
賀
新
報
』

〇
祇
園
會　

此
程
の
降
雨
に
て
延
引
せ
し
八
阪
祭
十
七
日
の
山
鉾
ハ
彌
よ
昨
廿
三
日
滞

り
な
く
曳ひ

き

歩あ
る

き
た
る
が
こ
の
延
引
せ
る
理
由
は
通
行
道
筋
の
う
ち
寺
町
通
り
松
原
上
る

邊
の
修
繕
揚あ

げ
く句
に
て
泥
濘
甚
し
き
と
松
原
通
り
東
洞
院
の
辻
の
大
い
に
荒
た
る
と
の
二

ケ
所
の
た
め
に
去
る
十
七
日
の
朝
今
や
曳
山
せ
ん
と
い
ふ
に
當
り
俄
に
鉾
町
の
人
々
が

函
谷
鉾
町
へ
集つ

ど

ひ
種
々
討
議
の
末
遂
に
延
引
と
定
め
そ
の
事
を
各
町
の
辻
々
に
張
出
し

た
る
な
り
き
然
る
に
或
る
古
老
の
謂
く
京
都
に
祇
園
會
創は

じ
ま
り設
し
よ
り
今
年
に
至
る
迄
官

命
に
あ
ら
ず
し
て
鉾
町
の
者
の
自
儘
に
延
引
せ
し
は
今
回
を
以
て
初
め
と
す
抑
も
こ
の

祭
禮
と
い
ふ
ハ
円
融
天
皇
の
御
宇
貞
観
年
中
は
じ
め
て
大お

ほ
ま
ん
ど
こ
ろ

政
所
の
號
を
賜
り
祇
園
會
と

稱
へ
地く

に
つ
か
み祗（
祇
）
を
祭
ら
せ
給
ふ
よ
り
て
日
本
六
十
餘
州
の
地
祗
（
祇
）
を
集
む
る
に

據□
□
□り
六
十
六
基
の
鉾
を
造
り
神
霊
を
い
さ
め
ら
れ
し
を
権は
じ
め與
と
す
其
後
様
々
と
形
を
變

へ
今
の
如
く
鉾
を
建
て
舞
臺
を
組く

み

曳
歩
く
こ
と
は
鎌
倉
幕
府
の
頃
に
は
じ
ま
る
古
ハ
そ

の
山
鉾
の
名
も
異
に
し
て
山
崎
の
定

し
づ
め

鉾
、
大
舎
人
の
笠
鷺
鉾
、
所
々
の
跳
お
ど
り

鉾
、
家
々
の

笠
車
、
風
流
の
造
山
、
八
撥ば

つ

の
癖
舞
な
ど
稱
へ
た
り
と
か
今
そ
の
鉾
の
内
残
る
も
の
四

基
あ
り
洛
東
粟
田
と
岡
崎
及
び
城
南
山
崎
等
に
あ
る
よ
し
尤
も
こ
れ
は
大
嘗
會
の
作
り

山
に
擬
せ
し
も
の
と
か
い
ふ
ま
た
同
祭
の
中
絶
せ
し
を
再
興
さ
る
ゝ
こ
と
徳
川
二
代
将

軍
台
徳
院
殿
ま
で
に
五
回
な
り
と
鉾
町
の
口
碑
に
傳
へ
た
り
と
か
左
れ
ど
も
祭
禮
の
延

引
せ
し
は
維
新
以
前
に
在
て
皇
族
或
ハ
将
軍
の
他
界
等
に
て
音
曲
鳴
物
停
止
の
節
と
明

治
十
二
年
に
悪
病
流
行
に
付
都
て
諸
神
祭
を
見
合
す
べ
し
と
達
せ
ら
れ
し
節
十
一
月
迄

延
引
し
た
る
の
他
ハ
曾
て
こ
れ
な
く
現
に
今
を
距
る
三
十
四
五
年
以
前
俗
に
四
條
焼
と

唱
ふ
る
大
火
新
京
極
道
場
よ
り
出
火
し
高
倉
迄
延
焼
な
る
節
も
更
ら
に
廷
（
延
）
引
せ

ず
板
圍
の
中
を
優
々
と
囃
子
て
曳
歩
き
た
り
さ
れ
ば
今
年
の
如
き
僅
二
ケ
所
の
損
所
の

た
め
に
延
引
せ
し
は
甚
以
て
宜
し
か
ら
ず
這
ハ
世
話
町
行
事
町
に
於
て
豫
じ
め
道
路
を

檢
分
し
斯
る
場
所
ハ
そ
の
手
當
を
な
し
古
畳
に
て
も
敷
お
く
へ
き
と
な
り
云
々
と
の
投

書
あ
り
た
り

［
２
］
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
十
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

お
ん
ゑ

園
會　

其そ
の

起き
げ
ん源
ハ
事こ
と
な
り舊
た
れ
ど
圓え
ん
い
う融
天て
ん
わ
う皇
天て
ん
ろ
く禄
元ぐ
わ
ん
ね
ん年
六
月ぐ
わ
つ

十
四
日か

に
始は
じ

ま
り

保ほ
け
ん元
平へ
い
ぢ治
應お
う
に
ん仁
等と
う

の
國こ
く
ら
ん亂
の
爲た

め
或あ
る
ひハ
中ち
う
ぜ
つ絶
或あ
る
ひハ
祭さ
い
き期
を
延え
ん
い
ん引
し
天
て
ん
し
や
う正
年ね
ん
か
ん間
織お

だ田
信の
ぶ
な
が長

再さ
い
こ
う興
の
後の
ち

連れ
ん
め
ん綿
た
り
然し
か

る
に
明め
い
じ治
十
一
年ね
ん

（
マ
マ
）
虎コ

レ

ラ
列
拉
の
惨さ
ん
ど
く毒
最も
つ
とも
逞た
く

ま
し
き
節せ
つ

祭さ
い
き期
を
延の
ば

し
十
一
月ぐ
わ
つに
執し
つ
か
う行
し
た
る
後の
ち

祭さ
い
き期
を
前ぜ
ん
ご後
す
る
に
至い
た

る
程ほ
ど

の
天て
ん
ぺ
ん變
知ち
よ
う妖
な
し

本ほ
ん
ね
ん年
は
春
し
ゆ
ん
ら
い来
季き
こ
う候
不ふ
じ
ゅ
ん順
に
て
未み

ぞ

う
曾
有
の
水す
ゐ
さ
い災
を
来き
た

し
其そ
の

惨さ
ん
じ
や
う
状
は
續ぞ

く々

新し
ん
ぶ
ん
し

聞
紙
に
て
報ほ
う
だ
う道

し
之こ

れ

を
救き
う
さ
い濟
せ
ん
と
す
る
慈じ
ぜ
ん
か

善
家
も
亦ま
た

續ぞ

く々

新し
ん
ぶ
ん聞
紙し
め
ん面
に
顕あ
ら

は
る
此こ
の

時と
き

に
際さ
い

し
て
奢し
ゃ
び靡

の
祭さ

い
れ
い禮
を
行お
こ

な
ハ
ん
ハ
如い

か何
よ
に
も
忍し
の

び
ざ
る
処
と
こ
ろ

又ま
た

其そ
の

入に
ふ
ひ費
た
る
や
全ぜ
ん
こ
く國
第だ
い
い
ち一
の
大た
い
さ
い祭

に
て
曳ひ

き

山や
ま

鉾ほ
こ

八
基き

一
基き

三
百
五
十
圓ゑ
ん

乃な
い
し至
四
百
圓ゑ
ん

舁か
き
や
ま山
棚だ
な

二
十
基き

は
五
十
圓ゑ
ん

乃な
い
し至
八
十

圓ゑ
ん

合が
ふ
け
い計
四
千せ
ん

餘よ

圓ゑ
ん

を
費つ
ひ

や
す
べ
し
此こ
の

莫ば
く
だ
い大
の
入に
ふ
ひ費
を
今こ
ん
に
ち日
不ふ
け
い
き

景
氣
窮き

う々

且か
つ

水す
ゐ
さ
い災
惨さ
ん
た
ん怛
た

る
中な

か

に
抛な
げ
う
つ擲
と
も
決け
つ

し
て
神し
ん
り
ょ慮
を
休や
す

む
る
に
足た
ら

る
べ
か
ら
ず
故ゆ
え

に
本こ
と
し年
ハ
座ゐ
ま
つ
り祭
と
し

山や
ま
ほ
こ鉾
ハ
市し
が
い街
よ
り
出い
で

さ
ず
虫む
し
ぼ
し干
を
為な

す
に
止と
ゞ

め
て
費ひ
よ
う用
を
減げ
ん

じ
其そ
の

贏あ
ま
り餘
を
以も
つ

て
罹り
さ
い
し
ゃ

災
者

を
救き

う
ぢ
よ助
す
る
の
手て
あ
て當
と
な
さ
ば
同ど
う
は
う胞
の
義ぎ

む務
も
立た
ち

べ
け
れ
ば
此こ
の

事こ
と

を
其そ
の

筋す
ぢ

へ
上
じ
や
う
ぐ
わ
ん
願
せ
ん

と
上か

み
し
も下
京き
や
うの
有い
う
し
ゝ
や

志
者
ハ
協け
ふ
ぎ議
な
し
居ゐ

る
由よ
し

因ち
な

み
に
曰い

ふ
祭ま
つ
り祀
と
い
へ
ば
兎と
か
く角
先ま
づ

飲の
み
く
い食
が

先さ
き

に
立た
ち

て
之こ
れ

が
入に
ふ
ひ費
も
尠す
く

か
ら
ず
其そ
の

上う
へ

酒し
ゆ
し
よ
く
食
に
中あ

て毒
ら
れ
て
頓と
ん
は
つ發
特と
く
は
つ發
抔な
ど

い
ふ
恐お
そ

ろ
し

き
拉ラ

的て
き

も
生し
や
うず
る
も
の
な
る
に
特こ
と

に
本こ
と
し年
ハ
季き
こ
う候
も
不ふ
じ
ゆ
ん順
な
り
例い
つ
も年
の
如ご
と

く
に
思お
も

ふ
て

は
發は

つ
び
や
う病は
受う
け
あ
ひ合
な
り
其そ
の

身み

の
可か
わ
い愛
い
人ひ
と

達た
ち

は
暴
ぼ
う
し
よ
く食
暴ぼ
う
い
ん飲
慎つ
ゝ

し
み
給た
ま

へ

［
３
］
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
三
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
の
景け
い
き
や
う況　

一い
つ
さ
く
じ
つ

昨
日
は
豫か
ね

て
の
日ひ
わ
り割
の
如ご
と

く
午ご
ぜ
ん前
に
山や
ま
ほ
こ鉾
の
順じ
ゆ
ん
か
う行あ
り
午ご

后ゞ
に

神し
ん
よ輿
の
還く
わ
ん
か
う幸あ
り
し
が
右み
ぎ

祭さ
い
れ
い禮
の
次し
だ
い第
ハ
例れ
い

の
如ご
と

く
別べ
つ

に
變か
は

り
し
こ
と
も
あ
ら
ね
ど
そ

の
變か

は

れ
る
向む
き

は
神し
ん
よ輿
渡と
ぎ
よ御
の
例れ
い
ね
ん年
と
二
時じ
か
ん間
許ば
か
りも
遅お
そ

か
り
し
是こ
れ

は
成な
る

べ
く
時じ
か
ん間
を
遅お
く

ら
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拠よ

れ
ば
其そ
の
す
ぢ筋
に
て
は
右み
ぎ

許き
よ
ひ否
の
意い
け
ん見
を
夫そ

れ々

へ
問と
ひ
あ
は合
さ
れ
た
る
趣
お
も
む
きな
る
が
撿け
ん
え
き
い

疫
醫
な
ど

の
意い

け
ん見

に
て
は
成な

る
ほ
ど
眞し

ん
せ
い成

の
虎コ

レ

ラ
列
刺
は
日に

ち々

僅わ
つ
かに

両
り
や
う

三
名め

い

に
過す

ぎ
ざ
れ
ど
も
吐と

し
や瀉

単た
ん
ぱ
つ發
又ま
た

は
兼け
ん
ぱ
つ發
に
て
殆ほ
と
んど
虎コ

レ

ラ
列
刺
に
變へ
ん
し
や
う症せ
ん
の
恐お
そ

れ
あ
る
も
の
日に

ち々

十
名め
い

内な
い
ぐ
わ
い
外
も
あ

る
の
今こ

ん
に
ち日
な
れ
ば
此こ
の
さ
い際
遽に
は
かに
私し
さ
い祭
を
許き
よ
か可
し
た
ら
ん
に
は
暴ば
う
い
ん
ば
う
し
よ
く

飲
暴
食
の
た
め
復ま

た又

新し
ん
く
わ
ん
じ
や

患
者
を
増ま

さ
ん
も
計は
か

ら
れ
ず
左さ

れ
ば
今い
ま

二
週し
う
か
ん間
計ば
か

り
の
間
あ
ひ
だ

能よ

く
實じ
つ
き
や
う況を
察さ
つ

し
て
然し
か

る

後の

ち
許き
よ
ひ否
を
決け
つ

す
る
方ほ
う

よ
ろ
し
か
ら
ん
と
の
こ
と
な
る
よ
し

［
６
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
七
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し
さ
い祭
幷な
ら
び

講か
う
く
わ
い
會　

私し
さ
い祭
幷な
ら
びに
講
か
う
く
わ
い會
解か
い
て
い停
の
儀ぎ

に
付つ
い

て
は
上じ
や
う
げ
き
や
う
く

下
京
區
人じ
ん
み
ん民
よ
り
數す

ど度

歎た
ん
ぐ
わ
ん
願
あ
り
た
る
に
付つ
き

撿け
ん
え
き
ほ
ん
ぶ

疫
本
部
に
て
も
上
じ
や
う
げ
き
や
う
く
ち
や
う

下
京
區
長
撿け
ん
え
き疫
本ほ
ん
ぶ部
長ち
や
う

幷な
ら
びに
半な
か
ら
ゐ井
撿け
ん
え
き疫

顧こ
も
ん問
等と
う

の
意い
け
ん見
を
問と
ひ
あ
は合
せ
た
る
に
獨ひ
と

り
下し
も
き
や
う
し
ぶ
ち
や
う

京
支
部
長
の
み
異い
ろ
ん論
あ
り
た
れ
ど
も
撿け
ん
え
き疫

本ほ
ん
ぶ部
に
於お
い

て
は
最も
は
や早
今こ
ん
に
ち日
に
許き
よ
か可
せ
ざ
る
と
き
は
上じ
や
う
げ
き
や
う
く

下
京
區
幷な
ら
びに
接せ
つ
き
ん近
町ち
や
う
そ
ん
村
に
在あ

る
廿

餘よ
し
や社
の
私し
さ
い祭
を
執し
つ
か
う行
す
る
時じ

き期
無こ
れ
な
き之
に
付つ
き

許き
よ
か可
相あ
ひ
な
り
た
き

成
度
旨む
ね

上じ
や
う
し
ん
申
な
り
た
る
を
も
て
多た
ぶ
ん分

私し
さ
い祭
は
不ふ
じ
つ日
許き
よ
か可
に
な
る
べ
し
と
云い

ふ

［
７
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し
さ
い祭
及と

諸し
よ
か
う
く
わ
い

講
會
の
解か
い
て
い停　

流
り
う
か
う
び
や
う

行
病
豫よ
ば
う防
の
た
め
停て
い
し
ち
う

止
中
な
り
し
官
く
わ
ん
こ
く
へ
い
し
や

國
幣
社
私し
さ
い祭
及お
よ

び

府ふ
し
や社
以い

か下
の
神じ
ん
さ
い祭
其そ
の
た他
諸し
よ
か
う
く
わ
い

講
會
等と
う

は
昨さ
く
じ
つ日
府ふ
れ
い令
第だ
い

四
十
五
號が
う

を
以も
つ

て
京き
や
う
と
ふ

都
府
よ
り

管く
わ
ん
な
い
内
へ
達た
つ

せ
ら
る

［
８
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し
さ
い祭
の
協け
ふ
ぎ議　

京き
や
う
と都
私し
さ
い祭
は
祇ぎ
を
ん園
。
上か
み
ご
り
や
う

御
霊
。
下し
も
ご
り
や
う

御
霊
。
稲い
な
り荷
。
今い
ま
み
や宮
。
日ひ
よ
し吉
。

蛭ゑ
び
す子
。
粟あ
は
た田
。
松ま
つ
の
を尾
等と
う

な
る
が
此こ
の
う
ち中
稲い
な
り荷
の
み
は
五
月ぐ
わ
つ

九
日か

を
以も
つ

て
執し
つ
か
う行
し
同ど
う

十
二

日に
ち

よ
り
停て
い
し止
に
付つ
き

何い
づ

れ
も
未み
し
つ
か
う

執
行
の
中う
ち

に
入い

り
し
が
一
昨さ
く

八
日か

を
以も
つ

て
解か
い
て
い停
あ
り
し
に

せ
河か

は
ら原
を
は
じ
め
各か
く

商し
や
う
か家
の
賑に
ぎ
はひ
を
来き
た

さ
ん
と
の
趣し
ゆ
い意
な
る
よ
し
ま
た
氏う
ぢ
こ子
町ち
や
う々

各か
く
か家

の
表お

も
て
む
き向ハ

こ
れ
も
毎ま

い
ね
ん年

に
差た

が

ひ
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
其そ

の

内う
ち
ま
く幕

を
さ
し
覗の

ぞ

け
ば
来ら

い
き
や
く客の

あ
る

は
稀ま

れ

に
し
て
雪ぼ
ん
ぼ
り洞
の
被か
ぶ

せ
し
燭し
よ
く
だ
い臺
の
側そ
ば

に
談だ
ん
せ
う笑
す
る
人ひ
と

も
な
く
偶た
ま

人ひ
と

の
對た
い
ざ坐
す
れ
ば

碁ご
い
し石
を
弄ろ
う

す
る
パ
チ
〳
〵
の
音お
と

の
み
な
り
し
は
腐ふ
は
い敗
し
易や
す

き
食し
よ
く
も
つ物を
食し
よ
くす
よ
り
氷こ
ほ
り
み
づ水で

も
飲の

み
石い
し

を
弄ろ
う

す
る
が
堅か
た

し
と
思お
も

ひ
し
も
の
か
否い
な

こ
れ
も
近き
ん
ら
い来
の
流り
う
か
う
ぶ
つ

行
物
な
る
か
の

不ふ
け
い
き

景
気
の
影え
い
き
や
う響
な
る
べ
し
こ
れ
に
引ひ
き
か
へ變
い
と
盛さ
か

ん
に
見み

え
し
ハ
祭さ
い
れ
い禮
通つ
う
か
う行
の
辻つ

じ々

に

出だ
し
み
せ店
せ
し
氷こ
ほ
り
み
づ店に
し
て
い
づ
所こ

の
辻つ
ぢ

も
中な

か々

に
景け
い
き気
は
能よ

か
り
し
割わ
り

に
は
客き
や
くの
尠す
く
なき
ハ

こ
れ
も
前ま

へ

同ど
う
だ
ん斷
な
る
か

［
４
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
六
月
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し
さ
い祭
の
期き
じ
つ日　

虎コ

レ

ラ
列
刺
病び
や
う

流り
う
か
う行
の
た
め
大た
い
し
さ
い

私
祭
の
執し
つ
か
う行
を
停て
い
し止
せ
し
に
つ
き
京き
や
う
と都

市し
ち
ゆ
う中
及お
よ

び
近き
ん
そ
ん村
に
て
此こ
の
ほ
ど程
祭さ
い
じ事
を
營い
と
なま
ん
と
既す
で

に
神し
ん
よ輿
を
お
旅た
び
し
よ所
へ
舁か
き
だ出
し
お
け
る
向む
き

も
あ
り
し
が
右み
ぎ

停て
い
し止
の
た
め
一
旦た
ん

神し
ん
こ庫
へ
納を
さ

め
た
れ
ど
も
信し
ん
と徒
等ら

ハ
い
づ
れ
も
い
ま
だ

祭さ
い
じ事
の
濟す
ま

ぬ
を
懸け
ね
ん念
し
古こ
れ
い例
を
調し
ら

べ
た
る
處
と
こ
ろ

上じ
や
う

下け

御ご

霊れ
ふ

神じ
ん

社し
や

は
八
月ぐ
わ
つ

十
八
日に
ち

宗む
な
か
た
じ
ん
し
や

像
神
社
は
十
月ぐ
わ
つ

十
六
日に
ち

藤ふ
ぢ
の
も
り
じ
ん
し
や

森
神
社
は
十
月ぐ
わ
つ

十
六
日に
ち

今い
ま
み
や
じ
ん
し
や

宮
神
社
ハ
十
月ぐ
わ
つ

九
日か

愛あ
た
ご
じ
ん
し
や

宕
神
社
ハ
十
月ぐ
わ
つ

廿
八
日に
ち

の
先せ
ん
れ
い例
あ
る
よ
し
ま
た
京き
や
う
と都
の
大お
ほ
ま
つ
り祭
た
る
八や
さ
か
じ
ん
し
や

阪
神
社
の

私し
さ
い祭
は
古こ
ら
い来
六
月ぐ
わ
つ

七
日か

十
四
日か

な
り
し
を
近き
ん
ら
い来
七
月ぐ
わ
つ

十
七
日に
ち

廿
四
日か

に
改か
い
せ
い正
し
ま
た

去き
よ
ね
ん年
よ
り
七
月ぐ
わ
つ

廿
一
日に
ち

廿
八
日に
ち

と
せ
し
が
去さ

る
明め
い
ぢ治
十
二
年ね
ん

に
虎コ

レ

ラ
列
刺
病び
や
う

流り
う
か
う行
に
際さ
い

し
神し
ん
じ事
を
停て
い
し止
せ
し
節せ
つ

十
一
月ぐ
わ
つ

七
日か

十
四
日か

に
行お
こ

な
ひ
し
例れ
い

あ
る
を
以も
つ

て
本こ
と
し年
も
こ

れ
迄ま

で

に
開か
い
て
い停
さ
れ
な
ば
い
づ
れ
も
此こ
の
ひ日
を
祭さ
い
じ
つ日
に
せ
ん
と
協け
ふ
ぎ
ち
う

議
中
の
よ
し
な
り
と
い
ふ

［
５
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し

さ
い祭
の
許き
よ
ひ否　

京き
や
う
と都
の
虎コ

レ

ラ
列
刺
も
追お

ひ々

消せ
う
め
つ滅
に
近ち
か
づき
た
れ
ば
と
て
過く
わ
じ
つ
ら
い

日
来
私し
さ
い祭
許き
よ
か可

の
儀ぎ

を
願ね
が
ひ
い出
づ
る
向む
き

も
多お
ほ

き
よ
し
な
る
が
未い
ま

だ
何い
づ

れ
も
許き
よ
か可
せ
ら
れ
ず
聞き

く
と
こ
ろ
に
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［
12
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
八
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
の
ゑ

園
會　

同ど
う
ゑ會
は
今い
ま

を
距さ

る
こ
と
九
百
十
五
年ね
ん

前ま
へ

圓ゑ
ん
い
う融
天て
ん
わ
う皇
の
御お
ん
と
き宇
天て
ん
ろ
く禄
元ぐ
わ
ん
ね
ん
年
よ
り

明め
い
ぢ治
元ぐ
わ
ん
ね
ん
年
に
至い
た

る
殆ほ
と
んど
九
百
年ね
ん
か
ん間
毎ま
い
ね
ん年
六
月ぐ
わ
つ

七
日か

十
四
日か

の
両り
や
う
じ
つ日を
以も
つ

て
山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う行

神み
こ
し輿
の
渡と
ぎ
よ御
を
行お
こ
なひ
来き
た

り
し
處
と
こ
ろ

明め
い
ぢ治
五
年ね
ん

に
太た
い
や
う
れ
き

陽
暦
と
改あ
ら
たま
り
し
よ
り
其そ
の
ご後
は
七
月
ぐ
わ
つ

十
七
日に
ち

と
同お
な

じ
く
廿
四
日か

と
定さ
だ

め
し
が
明め
い
ぢ治
十
二
年ね
ん

虎コ

レ

ラ
列
刺
病び
や
う

流り
う
か
う行
に
付つ
き

諸し
よ
し
や社
の

私し
さ
い祭
を
停と
ゞ

め
ら
れ
十
一
月ぐ
わ
つ

七
日か

十
四
日か

の
両り
や
う
じ
つ日に
山や
ま
ほ
こ鉾
の
巡じ
ゆ
ん
か
う行を
な
し
た
り
然し
か

る
に

其そ
の
こ
ろ比
は
お
取と
り
は
ら
ひ拂に
も
な
る
べ
き
の
風う
は
さ説
あ
り
し
京き
や
う
と都
皇く
わ
う
き
よ
居
も
永え
い
せ
い世
御ご
ほ
ぞ
ん

保
存
の
旨む
ね

仰あ
ふ
ぎ

出い
だ

さ
れ
御ぎ
よ
え
ん苑
を
開ひ
ら

か
れ
た
る
に
よ
り
上
じ
や
う

下げ

京き
や
う

區く

民み
ん

は
大お
ほ
いに
悦よ
ろ
こび
何な
ん

と
か
し
て
之こ
れ

を
祝し
ゆ
くせ

ん
と
思お

も

ふ
折お
り
が
ら柄
獨ド
イ
ツ逸
國こ
く

皇ゝ
わ
う
そ
ん孫
殿で
ん
か下
の
京き
や
う
と都
に
来き
た

ら
れ
け
れ
ば
こ
れ
幸さ
い
は
ひ
な
り
と
て

同ど
う
さ
い祭
の
山や
ま
ほ
こ鉾
を
京き
や
う
と都
皇く
わ
う
き
よ居
御ぎ
よ
え
ん苑
内な
い

に
曳ひ

き
入い

れ
其そ
の

巡じ
ゆ
ん
か
う
行
す
る
姿さ
ま

を
皇
く
わ
ん（
マ
マ
）孫そ
ん

殿で
ん

下か

の
覧ら
ん

に
供き
よ
うせ
ん
と
の
こ
と
ゝ
な
り
同ど
う

殿で
ん
か下
は
南な
ん
も
ん門
の
前ま
へ

に
於お
い

て
贈ぞ
う

太だ
じ
や
う
だ
い
じ
ん

政
大
臣
岩い
は
く
ら
ぐ
し

倉
具
視
公こ
う

と

倶と
も

に
見け
ん
ぶ
つ物
せ
ら
れ
し
は
十
一
月ぐ
わ
つ

十
五
日に
ち

に
し
て
右み
ぎ

祭さ
い
じ事
執ゝ
つ
か
う行
の
翌よ
く
じ
つ日
な
り
し
が
ま
た

本ほ
ん
ね
ん年
も
虎コ

レ

ラ
列
刺
病び
や
うの
爲た

め
祭さ
い
じ
つ日
を
延え
ん
き期
せ
ら
れ
来き
た

る
廿
ニ
日に
ち

を
以も
つ

て
（
七
日か

十
四
日か

両り
や
う
じ
つ
日
の
）
山や
ま

と
鉾ほ
こ

と
の
巡じ
ゆ
ん
か
う行
を
爲な

す
こ
と
に
な
り
し
は
實じ
つ

に
珍め
つ

ら
し
き
こ
と
に
て
七

日か
ぶ
ん分
十
四
日か
ぶ
ん分
の
両り
や
う
さ
い祭を
一
度ど

に
執し
つ
か
う行
す
る
は
實じ
つ

に
今こ
ん
ど回
が
嚆は
じ
め矢
な
り
と
云い

へ
り

［
13
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
八や
さ
か
ま
つ
り

阪
神
祭
の
お
出い

で祭　

一
昨さ
く

十
七
日に
ち

は
豫か
ね

て
報は
う
だ
う道
せ
し
如ご
と

く
八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
の
お
出い
で
ま
つ
り祭に

し
て
三
基き

の
神し
ん
よ輿
は
本ほ
ん
し
や社
を
出い
で

て
お
旅た
び
し
よ所
へ
渡と
ぎ
よ御
せ
し
は
例れ
い
ね
ん年
に
變か
は

る
こ
と
な
か
り
し

が
例い

つ

も
は
帷か
た
び
ら子
を
着き

て
居ゐ

て
さ
へ
暑あ
つ

さ
に
堪た
へ

が
た
き
姿さ
ま

な
る
に
引ひ
き

か
へ
綿わ
た
い
れ入
を
着き

て
も

寒さ
む

さ
う
な
る
面お
も
ゝ
ち色
な
り
し
絃つ
る
め
そ召
の
武む
し
や者
が
扇あ
ふ
ぎづ
か
ひ
の
出で

き来
ざ
り
し
は
行
ぎ
や
う
れ
つ（
マ
マ
）
装
中ち
う

の

變か
は

り
に
て
ま
た
氏う
ぢ
こ子
の
家い

へ々

で
は
例れ
い
ね
ん年
宵よ
み
や宮
ま
つ
り
よ
り
當た
う
や夜
へ
か
け
て
各か
く
か家
と
も
い

と
美び

ゞ々

し
く
飾か
ざ

り
立た
て

名め
い
ぐ
わ画
の
屏べ
う
ぶ風
な
ど
を
引ひ
き
め
ぐ繞
ら
し
碁ご

を
圍
か
こ
む

者も
の

茶ち
や

を
烹に

る
者も
の

あ
り
て
殊こ
と

の
外ほ
か

賑に
ぎ

は
ふ
こ
と
ゆ
ゑ
ま
た
夫そ
れ

を
見み

ん
と
て
人ひ

と々

も
大お
ほ
ぜ
い勢
出で

か
け
る
こ
と
な
れ
ど
本こ
と
し年

付つ
き

各か
く

神じ
ん
し
や社
の
氏う
じ
こ子
は
昨さ
く
じ
つ日
よ
り
集し
ふ
く
わ
い會し
て
祭さ
い
て
ん典
の
事こ
と

を
協け
ふ
ぎ議
な
し
居を

れ
り
と
い
ふ

［
９
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
各か
く
し
や社
私し
さ
い祭
に
付つ
き

諭ゆ
た
つ達　

去さ

る
八
日か

京き
や
う
と
ふ

都
府
よ
り
私し
さ
い祭
及お
よ

び
講
か
う
く
わ
い會
等と
う

を
許き
よ
か可
せ
ら
れ
し

よ
り
洛ら

く
と
う東
の
粟あ
は
た
ま
つ
り

田
祭
は
来き
た

る
十
五
日に
ち

に
執し
つ
か
う行
す
る
旨む
ね

を
其そ
の
す
ぢ筋
へ
届と
ゞ

け
出い
で

し
が
本こ
と
し年
は

神し
ん
か
う幸
を
止や
め

め
居ゐ
ま
つ祭
り
に
す
る
よ
し
ま
た
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
は
い
ま
だ
確し
か

と
は
分わ
か

ら
ざ
れ
ど
も
来き
た

る

十
七
日に

ち

に
執し
つ
か
う行
せ
ん
と
相さ
う
だ
ん
ち
う

談
中
の
よ
し
右み
ぎ

に
就つ
い

て
一
昨さ
く
じ
つ日
下し
も
き
や
う
く
や
く
し
よ

京
區
役
所
よ
り
同ど
う
く區
各か
く
ゝ
み組

へ
私し

さ
い祭
講か
う
く
わ
い會
解か
い
て
い停
に
相あ
ひ
な
り成
し
に
つ
き
て
は
自し
ぜ
ん
さ
ば

然
鯖
の
鮨す
し

章た

こ魚
赤せ
き
は
ん飯
等と
う

の
不ふ
り
や
う良

不ふ
し
や
う
く
わ
ぶ
つ

消
化
物
の
食し
よ
く
ぶ
つ物を
暴ぼ
う
し
よ
く食し
拉コ
　
ラ病
を
誘い
う
は
つ發
致い
た

し
候そ
ろ

て
は
容よ
う
い易
な
ら
ぬ
次し
だ
い第
に
こ
れ
あ
り

候そ
ろ

條で
う

右み
ぎ

食し
よ
く
よ
う
用
せ
ざ
る
様や
う

各か
く

人じ
ん
み
ん民
へ
諭ゆ

達た
つ

方か
た

嚴き
び

し
く
取と
り
は
か
ら計ひ
な
さ
れ
べ
く
云う

ん々

と
達た
つ

せ
ら

れ
た
り

［
10
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
三
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ま
つ
り

園
祭　

本こ
の
つ
き月
八
日か

私し
さ
い祭
の
停て
い
し止
を
解と

か
れ
た
る
に
付つ
き

八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
私し
さ
い祭
を
行お
こ
なふ
こ
と

に
な
り
し
が
其そ

の

日ひ
わ
り割
は
十
一
月ぐ
わ
つ

十
四
日か

鉾ほ
こ
は
や
し
ぞ
め

囃
子
初
○
仝ど
う
じ
つ日
御み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
○
十
五
日に
ち

吉き
つ
ぷ
い
れ

符
入

○
十
七
日に

ち

御み
こ
し輿
御ご
し
ん
か
う

神
幸
○
十
八
日に
ち

鉾ほ
こ
た
て立
○
十
九
日に
ち

兒ち
ご
ま
ゐ
り

社
参
○
二
十
日に
ち

鉾ほ
こ
ひ
き
ぞ
め

曳
初
○
仝ど
う
じ
つ日

山や
ま
だ
て建
○
二
十
一
日に
ち

鉾ほ
こ

巡じ
ゆ
ん
ば
ん番
鬮く
ぢ
と
り取
○
二
十
二
日に
ち

山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う
行
（
舊き
う

七
日か

十
四
日か

合が
つ
ぺ
い併
）
○

二
十
四
日か

御み
こ
し輿
御ご
く
わ
ん
か
う

還
幸
○
二
十
八
日に
ち

御み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
と
定さ
だ

め
た
る
よ
し

［
11
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
八
日　
『
日
出
新
聞
』

●
鬮く
ぢ
と
り取　

舊き
う

七
日か

分ぶ
ん

曳ひ
き
ほ
こ鉾
五
基き

山や
ま
た
な棚
十
四
基き

あ
り
舊き
う

十
四
日か

分ぶ
ん

山や
ま

棚た
な

九
基き

の
鬮く
ぢ
と取
り
は

来き
た

る
廿は
つ
か日
京き
や
う
と
ふ

都
府
に
於お
い

て
行お
こ
なふ
と



98

き
た
り
稲い
な
り荷
の
能の
う
が
く樂
は
見け
ん
ぶ
つ物
多お
ほ

く
殊こ
と

に
金こ
ん
が
う剛
の
道だ
う
じ
や
う
じ

成
寺
は
大お
ほ

い
に
喝か
つ
さ
い采
を
得え

た
り
と
聞き

く［
17
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
六
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ゑ

園
會
の
相さ
う
だ
ん談　

去き
よ
ね
ん年
は
虎コ

レ

ラ
列
刺
の
た
め
に
何ど

こ處
の
私ま
つ
り祭
も
差さ
し
と
め止
ら
れ
て
い
づ
れ
も

漸や
う
やく
十
一
月ぐ
わ
つに
行お
こ
なひ
た
る
よ
り
本こ
と
し年
も
ま
た
去き
よ
ね
ん年
の
如ご
と

き
不ふ
か
う幸
に
遭あ

ひ遇
な
ば
折せ
つ
か
く角
一
年ね
ん

に
一
度ど

の
私ま
つ
り祭
も
延え
ん
い
ん引
せ
ざ
る
を
得え

ず
と
て
既す
で

に
大お
ほ
つ津
の
四
の
宮み
や
ま
つ
り祭の
如ご
と

き
も
去さ

る
三

日か

に
執し
つ
か
う行
し
た
る
に
よ
り
京き
や
う
と都
の
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
も
改か
い
れ
き
ご

暦
後
は
七
月ぐ
わ
つと
改あ
ら
ため
た
れ
ど
も
當た
う
ね
ん年
よ

り
は
ま
た
元も

と

の
如ご
と

く
六
月ぐ
わ
つに
私ま
つ
り祭
を
執し
つ
か
う行
せ
ん
と
い
ふ
者も
の

続ぞ

く々

と
輩い
づ
る出
に
よ
り
此こ
の
ほ
ど程
も

氏う
ぢ
こ子
等ら

が
打う
ち
よ
り集
相さ
う
だ
ん談
せ
し
に
中な
か

に
は
依や
は
り然
例れ
い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
七
月ぐ
わ
つに
行お
こ

な
は
ん
と
い
ふ
者も
の

あ

り
是こ

れ
ら等
は
皆み
な

祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
を
當あ
て

に
夏な
つ
も
の物
を
販は
ん
ば
い賣
せ
ん
と
い
ふ
に
あ
り
て
い
ま
だ
決け
つ
ぎ議
に
は
至い
た

ら
ね
ど
も
多た
ぶ
ん分
六
月ぐ
わ
つに
執し
つ
か
う行
す
る
こ
と
に
な
る
べ
し
と
い
ふ

［
18
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し

さ
い祭　

前ぜ
ん
が
う號
に
記し
る

せ
し
如ご
と

く
京き
や
う
と都
諸し
よ
じ
ん
し
や

神
社
の
私し
さ
い祭
は
可な
る
べ
く成
本ほ
ん
げ
つ
ち
う

月
中
に
執し
つ
か
う行
し
了を
は

る
か

左さ

な
く
ば
来き
た

る
十
月ぐ
わ
つ

以い

ご後
に
遷の

ば延
す
べ
し
と
の
事こ
と

よ
り
下し
も
ご
れ
ふ
じ
ん
し
や

御
霊
神
社
の
氏う
ぢ
こ子
は
一

昨さ
く
じ
つ日
俄に
は

か
に
協け
ふ
ぎ議
し
本ほ
ん
げ
つ月
十
八
日に
ち

出し
ゆ
つ
よ輿
廿
四
日か

神し
ん
か
う幸
と
定さ
だ

め
又ま
た

上か
み
ご
れ
ふ
じ
ん
し
や

御
霊
神
社
の
氏う
ぢ
こ子
も

同だ
う
じ
つ日
集し
ふ
く
わ
い會
決け
つ
ぎ議
の
上う
へ

本ほ
ん
げ
つ月
十
三
日に
ち

出し
ゆ
つ
よ輿
。
十
八
日に
ち

神し
ん
か
う幸
と
定さ
だ

め
い
づ
れ
も
昨さ
く
じ
つ日
右み
ぎ

の

趣お
も
むき
を
其そ
の
す
ぢ筋
へ
届と
ゞ
け
い
で出た
り
其そ
の
た他
今い
ま
み
や
じ
ん
し
や

宮
神
社
の
氏う
ぢ
こ子
は
昨さ
く
じ
つ日
集し
ふ
く
わ
い
會
し
て
協け
ふ
ぎ議
を
遂と

ぐ
る
由よ
し

な
れ
ば
是こ
れ
ま亦
た
不ふ
じ
つ日
決け
つ
ち
ゃ
く
着
す
べ
し
又ま
た

八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
は
前ぜ
ん
が
う號
に
豫よ
て
い定
の
日に
ち
げ
ん限
を
記き
さ
い載
せ
し
が

何な
に
ぶ
ん分
神し
ん
じ事
を
執し
つ
か
う行
す
る
に
は
第だ
い

一
費ひ
よ
う用
支し
ゝ
ゆ
つ出
の
點て
ん

に
あ
る
事こ
と

ゆ
ゑ
各か
く

講か
う
し
や社
の
諾だ
く
ひ否
を
聞き

か
ざ
れ
ば
到た
う
て
い底
何な
に
ご
と事
も
行お
こ
なひ
難が
た

し
と
て
昨さ
く
じ
つ日
午ご

ご後
よ
り
八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
西に
し

の
間ま

に
て
各か
く
か
う
し
や

講
社

及お
よ
び

神じ
ん

事じ

掛が
ゝ
りが
寄よ
り
あ合
ひ
第だ
い

一
費ひ
き
ん金
支し
ゝ
ゆ
つ出
を
謀は
か

り
第だ
い

二
右み
ぎ

豫よ
て
い定
の
日に
ち
げ
ん限
の
可か

ひ否
を
談だ
ん

じ
て

而し
か

し
て
其そ
の
す
ぢ筋
へ
届と
ど

け
出い
づ

る
筈は
づ

に
て
一
両り
や
う
じ
つ
日
の
猶い
う
よ豫
を
區く
ち
や
う長
ま
で
申ま
を

し
出い
で

た
る
よ
し

は
何な

に
ぶ
ん分
時じ
こ
う候
外は
づ
れの
神ま
つ
り祭
な
れ
ば
大た
い
て
い体
の
家い
へ

で
は
夏な
つ
き期
の
飾か
ざ

り
器ど
う
ぐ具
は
准よ
う
い備
も
あ
れ
ど

冬ふ
ゆ
き期

の
分ぶ

ん

は
チ
ト
む
つ
か
し
い
向む

き

も
あ
る
ゆ
ゑ
か
日ひ

が
暮く

れ

る
と
幕ま

く

を
外は

つ

し
表お

も
ての

戸と

を
鎖と

ざ

し
寂ひ
つ
そ
り寥
と
し
た
る
有あ
り
さ
ま様
な
り
し

［
14
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
二
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
山や
ま
ほ
こ鉾
の
順じ
ゆ
ん　

明
み
よ
う

廿
二
日に
ち

祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
に
付つ
き

鉾ほ
こ

幷な
ら
び

山や
ま

の
順じ
ゆ
ん
じ
よ序
を
聞き

く
に
薙な
ぎ
な
た刀
。
函か
ん
こ谷
。

鶏に
は
と
り
ほ
こ
鉾
。
月つ
き
ほ
こ鉾
。
占う
ら
で
や
ま

出
山
。
孟ま
う
さ
う
や
ま

宗
山
。
郭か
ま
ほ
り
や
ま

巨
山
。
太た
い
し
や
ま

子
山
。
錦に
し
き
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
。
木と
く
さ
か
り
や
ま

賊
刈
山
。

油あ
ぶ
ら
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
。
山や
ま
ぶ
し
や
ま

伏
山
。
蘆あ
し
か
り
や
ま

刈
山
。
白は
く
ら
く
て
ん
や
ま

楽
天
山
。
伯こ
と
は
り
や
ま

牙
山
。
保ほ
し
や
う
や
ま

昌
山
（
以い
じ
ゃ
う上
例れ
い
ね
ん年
七

日か
ぶ
ん分
）
観く
わ
ん
お
ん
や
ま

音
山
。
橋は
し
べ
ん
け
い

弁
慶
。
黒く
ろ
ぬ
し主
。
役
え
ん
の
ぎ
や
う
じ
や

行
者
。
常
じ
や
う
み
や
う
明
。
鯉こ
ひ

。
鈴す
ゞ
か鹿
。
観く
わ
ん
お
ん音（
以い
じ
や
う上
例れ
い
ね
ん年

十
四
日か

）
分ぶ
ん

な
り

［
15
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
二
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
山や
ま
ほ
こ鉾
曳ひ
き
だ
し出
の
刻こ
く
げ
ん限　

来き
た

る
廿
二
日に
ち

祇ぎ
を
ん園
山や
ま
ほ
こ鉾
は
総す
べ

て
巡じ
ゆ
ん
か
う行
あ
る
に
付つ
き

神か
う
べ戸
居き
よ
り
う留

外ぐ
わ
い
こ
く
じ
ん

國
人
等ら

よ
り
そ
の
曳ひ
き
だ出
し
時じ
か
ん間
を
態わ

ざ々

京き
や
う
と都
に
問と
ひ

合あ
は

せ
越こ

す
に
付つ
き

是こ
れ
ま
で迄
は
午ご
ぜ
ん前

八
九
時じ

の
間あ
ひ
だを
以も
つ

て
せ
し
が
右み
ぎ

に
て
は
大お
ほ
さ
か坂
神か
う
べ戸
等と
う

よ
り
見け
ん
ぶ
つ物
に
来き
た

る
人ひ
と

の
後あ
と

の
祭ま
つ
りと

な
り
て
は
遺ゐ

か
ん憾
に
付つ
き

午ご
ぜ
ん前
第だ
い

二
列れ
つ
し
や車
の
京き
や
う
と都
に
着ち
や
くす
る
時じ
こ
く刻
即す
な
はち
午ご
ぜ
ん前
十
時じ

三
十
分ふ
ん

頃ご
ろ

よ
り
曳ひ
き
だ出
す
こ
と
に
定さ
だ

め
た
る
旨む
ね

を
回く
わ
い
た
ふ答し
た
る
よ
し

［
16
］
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
二
十
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
大だ

い
さ
い
じ
つ

祭
日
の
賑
に
ぎ
は
ひ
　

一
昨さ
く

廿
三
日に
ち

の
新し
ん
し
や
う
さ
い

嘗
祭
は
祇ぎ
を
ん園
の
會ゑ

の
宵よ
み
や宮
と
山や
ま
ほ
こ
ま
つ
り

鉾
祭
の
後ご
え
ん宴
を
兼か
ね

た
れ
ば
そ
の
氏う
ぢ
こ
ち
う

子
中
は
何い
づ
く處
も
店み

せ頭
の
間ま

及お
よ

び
坐ざ
し
き敷
を
飾か
ざ

り
圍ゐ

ご碁
将し
や
う
ぎ棊
を
弄ら
う

し
或あ
る

ひ
は

諸し
よ
は
う方
へ
遊い
う
ほ歩
に
出で

か
く
る
に
よ
り
新し
ん
き
や
う
ご
く

京
極
は
晝ち
う
や夜
人ひ

と々

が
群ぐ
ん
し
ふ集
し
た
り
ま
た
伏ふ
し
み
か
い
だ
う

見
街
道

は
藤ふ

ぢ

の
森も
り

の
私ま
つ
り祭
と
稲い
な
り荷
の
能の
う
が
く樂
お
よ
び
通つ
う
て
ん天
の
紅も
み
ぢ葉
を
見み

ん
と
て
非ひ
じ
や
う常
の
賑に
ぎ

は
ひ
な

り
し
も
短た

ん
じ
つ日
と
寒か
ん
き気
の
た
め
に
藤ふ
ぢ

の
森も
り

の
競け
い
ば馬
は
な
く
祭さ
い
れ
い禮
も
走は
し

る
が
ご
と
く
通と
ほ

り
ゆ
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黒く
ろ
ぬ
し
や
ま

主
山
。
鯉こ
ひ
や
ま山
。
鈴す
ゞ
か
や
ま

鹿
山
。
常と
こ
あ
き
や
ま

明
山
。
役
え
ん
の
ぎ
や
う
じ
や
ゝ
ま

行
者
山
。
八や
は
た
や
ま

幡
山
。
南
み
な
み
く
わ
ん
お
ん
や
ま

観
音
山
（
抽ち
う
せ
ん
ぐ
わ
い

籤
外
）

な
り
と
い
ふ

［
23
］
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
衛ゑ

い
せ
い生
幻げ
ん
と
う
く
わ
い

燈
會　

下
し
も
ぎ
や
う京
四
組く
み
な
い内
各か
く

總そ
う
だ
い代
衛ゑ
い
せ
い生
組く
み
ち
や
う
長
が
申ま
を
し
あ
わ合せ
近き
ん
じ
つ日
八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
私し
さ
い祭
に
付つ
き

暴ば
う
い
ん
ば
う
し
よ
く

飲
暴
食
す
る
も
の
あ
り
て
は
復ま

た
先せ
ん
ね
ん年
の
如ご
と

き
不ふ
か
う幸
を
見み

る
に
至い
た

る
も
計は
か

ら
れ
ず

此こ
の
さ
い際
人じ
ん
み
ん民
の
注ち
う
い意
を
促う
な

す
た
め
幻げ
ん
と
う燈
器き
か
い械
を
用も
ち

ひ
衛ゑ
い
せ
い生
の
必ひ
つ
よ
う用
を
知し

ら
し
め
ん
と
協け
ふ
ぎ議

一
決け

つ

し
明
み
や
う

十
二
日に
ち

の
夜よ

六
時じ

よ
り
同ど
う
く
み組
尋じ
ん
じ
や
う常
小せ
う
が
く
か
う

學
校
に
於お
い

て
同ど
う
く
わ
い會を
開ひ
ら

く
と
い
へ
り

［
24
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
二
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し
さ
い祭
に
就つ
い

て
の
注ち
う
い意　

本ほ
ん
ね
ん年
は
氣き
こ
う候
殊こ
と

に
不ふ
じ
ゆ
ん順
に
し
て
寒か
ん
だ
ん暖
常つ
ね

な
く
左さ

な
き
だ
に

病び
や
う
に
ん人
多お
は

き
に
追お

ひ々

各か
く

神じ
ん
し
や社
の
私し
さ
い
び

祭
日
近ち
か
づき
例れ
い

の
赤こ
は
め
し飯
。
棒ぼ
う
だ
ら鱈
。
鯖
さ
ば
の
す
し鮓
抔な
ど

種し

ゆ々

の

不ふ
せ
う
く
わ
ぶ
つ

消
化
物
を
食く
ら

ふ
て
下げ
り
び
や
う

痢
病
で
も
起お
こ

し
て
は
と
其そ
の

心し
ん
は
い配
よ
り
上
じ
や
う
げ
き
や
う

下
京
區く
ち
や
う長
は
昨さ
く
じ
つ日
各か
く
こ戸

へ
諭ゆ

達た
つ

を
廻ま

は
し
て
不ふ
せ
う
く
わ
ぶ
つ

消
化
物
の
過く
わ
し
よ
く食を
注ち
う
い意
し
た
る
由よ
し

因ち
な

み
に
記き

す
本ほ
ん
ね
ん年
一
月げ
つ

以い
ら
い来

京き
や
う
と都
の
傳で
ん
せ
ん
び
や
う
し
や

染
病
者
を
聞き

く
に
腸ち
や
う
ち
ぶ
す
び
や
う

窒
扶
斯
病
六
十
六
人に
ん

實じ
ふ
て
り
あ
び
や
う

布
的
里
亜
病
十
四
人に
ん

赤せ
き
り痢
一
人に
ん

合が
ふ
け
い計
八
十
一
人に
ん

な
り
と

［
25
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
六
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ま
つ

園
祭
り
の
相さ
う
だ
ん談　

祇ぎ
を
ん
じ
ん
し
や

園
神
社
氏う
ぢ
こ子
総そ
う
だ
い代
は
昨さ
く

五
日か

午ご

后ゞ
よ
り
該が
い

神じ
ん
し
や社
内な
い

に
集し
ふ
く
わ
い會し

来ら
い
げ
つ月
執し
つ
か
う行
す
る
祇ぎ
を
ん
ま
つ

園
祭
り
の
事こ
と

に
付つ
き

協け
ふ
ぎ議
せ
し
由よ
し

な
る
が
本ほ
ん
ね
ん年
は
世せ
じ
や
う上
不ふ
け
い
き

景
氣
の
た
め

祭ま
つ
り典
を
遠え
ん
り
よ慮
せ
ん
か
な
ど
い
ふ
氏う
ぢ
こ子
も
あ
り
し
由

［
26
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
十
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う
行
の
見み
あ
は合
せ　

来ら
い
げ
つ月
十
七
日に
ち

と
廿
四
日か

と
の
祇ぎ
を
ん
ま
つ

園
祭
り
に
例れ
い
ね
ん年
の
如ご
と

く
山や
ま
ほ
こ鉾

［
19
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
八
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祭さ

い
ひ費
徴ち
よ
う
し
う収
方は
う
は
ふ法　

京き
や
う
と都
諸し
よ
じ
ん
し
や

神
社
中ち
う

八
坂さ
か
じ
ん
し
や

神
社
は
尤も
つ
と
も
其そ
の

關く
わ
ん
け
い
係
の
廣ひ
ろ

き
ゆ
ゑ
随
し
た
が
つて

年ね

ん々

擧き
よ
か
う行
す
る
私し
さ
い祭
費ひ
よ
う用
の
徴ち
よ
う
し
う
は
ふ

収
法
に
至い
た
り
て
も
頗す
こ
ぶ
る
面め
ん
だ
ふ倒
な
る
事こ
と

あ
り
殊こ
と

に
昨さ
く
こ
ん今

両り
や
う
ね
ん
年
の
如ご
と

き
私し
さ
い祭
の
時じ
ゞ
つ日
を
變へ
ん
か
う更
す
る
と
き
は
一い
つ
そ
う層
苦く
じ
や
う情
の
多お
ほ

き
に
よ
り
自じ
こ
ん今
其そ
の

神じ
ん
じ
ひ

事
費
徴ち
よ
う
し
う収
方は
う
は
ふ法
を
定さ
だ

め
即す
な
わち
来き
た

る
廿
一
年ね
ん
ど度
よ
り
氏う
ぢ
こ
ち
う

子
中
表お
も
て
や家
一
銭せ
ん

。
裏う
ら
や家
五
厘り
ん

づ
ゝ
を
毎ま
い
げ
つ月
徴ち
よ
う
し
う
収
す
る
事こ
と

に
決け
つ

し
愈い
よ
いよ
来き
た

る
六
月ぐ
わ
つよ
り
實じ
つ
し施
す
る
と
い
ふ

［
20
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
三
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
山や

ま
ほ
こ鉾
抽く
ぢ
と
り籤　

八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
の
山や
ま
ほ
こ鉾
町ち
や
う々

総そ
う
だ
い代
よ
り
来き
た

る
五
月ぐ
わ
つ

五い
つ
か日
例れ
い
ね
ん年
の
如ご
と

く

京き
や
う
と
ふ
ち
や
う

都
府
廳
に
於お
い

て
山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う行
順じ
ゆ
ん
ば
ん番
抽ち
う
せ
ん籤
執し
つ
か
う行
相あ
ひ
な
り
た
く

成
度
旨む
ね

昨さ
く
じ
つ日
出し
ゆ
つ
ぐ
わ
ん
願
に
及お
よ

び
た
り
と

［
21
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
三
日　
『
日
出
新
聞
』

原
本
下
部
破
損

●
祇ぎ

を
ん園
祭ま
つ

り　

は
例れ
い
ね
ん年
盛せ
い
か夏
の
頃こ
ろ

な
る
に
例れ

□
□
的て
き

の
た
め
に
早は
や

め
ら
れ
昨さ
く
じ
つ日
が
神お
い
で幸

で
七
日か

が
山や

□
の
引ひ
き
ま
は廻
し
と
な
り
た
る
よ
り
市し
ち
う中
の
各か
く
し
よ所
に
氷
こ
ほ
り

□
□
の
店み
せ

を
出い
だ

し
四
條で
ふ

河か
は
ら原
に
は
納す
ゞ
み
だ
い

涼
臺
を
出い
だ

し
か
は
□
提ち
や
う
ち
ん
燈
を
賣う

り
出だ

す
な
ど
何な
ん

と
な
く
祇ぎ
を
ん
ま
つ

園
祭
り
ら
し
□

風ふ
ぜ
い情
を
現あ
ら
はし
た
り
最も
つ
とも
魚ぎ
よ
る
ゐ類
は
例れ
い

に
依よ
つ

て
餘よ
ほ
ど程
騰あ
が
り貴
た
り

［
22
］
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
六
日　
『
日
出
新
聞
』

●
山や
ま
ほ
こ鉾
抽ち
う
せ
ん籤　

昨さ
く

五
日か

京き
や
う
と
ふ
ち
や
う

都
府
廳
に
於お
い

て
明
み
や
う

七
日か

と
十
日か

に
順じ
ゆ
ん
か
う行す
る
祇ぎ
を
ん園
祭ま
つ

り
山や
ま
ほ
こ鉾

の
抽ち

う
せ
ん籤
を
行お
こ
な
ひ
し
處
と
こ
ろ

七
日か

の
分ぶ
ん

は
長な
ぎ
な
た
ほ
こ

刀
鉾
（
抽ち
う
せ
ん
ぐ
わ
い

籤
外
）
太た
い
し
や
ま

子
山
。
伯こ
と
は
り
や
ま

牙
山
。

油あ
ぶ
ら
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
。
函か
ん
こ
ほ
こ

谷
鉾
（
抽ち
う
せ
ん
ぐ
わ
い

籤
外
）
山や
ま
ぶ
し
や
ま

伏
山
。
木と
く
さ
か
り
や
ま

賊
刈
山
。
占う
ら
で
や
ま

出
山
。
月つ
き
ほ
こ鉾
。
保ほ
し
や
う
や
ま

昌
山
。

白は
く
ら
く
て
ん
や
ま

樂
天
山
。
孟ま
う
さ
う
や
ま

宗
山
。
鶏
に
は
と
り
ほ
こ
鉾
。
錦に
し
き
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
。
芦あ
し
か
り
や
ま

刈
山
。
郭く
わ
く
き
よ
や
ま

巨
山
。
放は
う
か
ほ
こ

下
鉾
（
抽ち
う
せ
ん
ぐ
わ
い

籤
外
）

岩い
は
と
や
ま

戸
山
（
同ど
う
じ
や
う上
）
に
し
て
十
日か

の
分ぶ
ん

は
北き
た
く
わ
ん
お
ん
や
ま

観
音
山
（
抽ち
う
せ
ん
ぐ
わ
い

籤
外
）
橋は
し
べ
ん
け
い
や
ま

辨
慶
山
（
同ど
う
じ
や
う上
）
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［
29
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
十
七
日　
『
日
出
新
聞
』

●
赤こ

は
め
し飯

の
賣う

れ

口く
ち　

祇ぎ
を
ん園

神じ
ん
じ事

に
京き

や
うの

市し
ち
う中

が
家い

へ

毎ご
と

に
赤こ

は
め
し飯

を
蒸む

し
て
来ら

い
き
や
く客に

饗き
や
うす

る
は

一
般は

ん

の
常じ
や
う
れ
い例な
れ
ど
本ほ
ん
ね
ん年
は
流イ
ン
フ
ル
ー
エ
ン
ザ

行
性
感
冒
の
盛さ
か

ん
な
る
が
上う
へ

に
チ
ョ
コ
〳
〵
虎こ
れ
ら的
の
お

見み
ま
ひ舞
も
あ
る
處と
こ

ろ
か
ら
コ
イ
ツ
危け
ん
の
ん険
と
用よ
う
じ
ん
ぶ
か

心
深
い
衛ゑ
い
せ
い
か

生
家
が
グ
ツ
ト
手て

を
扣ひ
か

へ
た
る
と

米べ
い
か價
の
昇し
よ
う
た
う騰と
世よ

の
不ふ
け
い
き

景
氣
が
メ
ツ
キ
リ
影ひ
ヾ
い響
て
昨さ
く
ね
ん年
に
比く
ら

ぶ
れ
ば
二
三
割わ
り

も
注ち
う
も
ん文
少す
く

な
く
斯こ

う
賣う
れ

口く
ち

が
遠と
ほ

く
て
は
と
米こ
め
や屋
と
餅も
ち
や屋
は
泣な
き
ご
と言
タ
ラ
〳
〵
其そ
の

癖く
せ

相そ
う
ば場
は
一
升
し
ょ
う

十
二
銭せ
ん

で
至い
た
つて
儲ま
う

け
も
薄う
す

い
さ
う
で
す
。

［
30
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
六
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ま
つ
り

園
祭
の
届と
ゞ
け
い
で出　

出だ

す
の
出だ

さ
ぬ
の
と
一
時じ

紛ふ
ん
う
ん紜
の
あ
り
し
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
の
山や
ま
は
こ鉾
も
い
よ

〳
〵
世よ

な
ほ直
し
景け
い
き氣
直な
ほ

し
の
爲た

め
に
曳ひ
き
だ出
す
こ
と
ゝ
な
り
八や
さ
か
じ
ん
し
や

坂
神
社
宮ぐ
う
じ司
及お
よ

び
氏う
ぢ
こ子
総そ
う
だ
い代

よ
り
下

し
も
き
や
う京
區く
や
く
し
よ

役
所
へ
届と
ゞ
け
い
で出
た
る
祭さ
い
て
ん典
の
日ひ
わ
り割
は
来き
た

る
十
日か

神み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
十
二
日に
ち

兒ち
ご
ま
ゐ
り

社
参
。

十
三
日に

ち

鉾ほ
こ
た
て建
十
五
日に
ち

山や
ま
た
て建
及お
よ

び
鉾ほ
こ
ひ
き
ぞ
め

曳
初
。
十
七
日に
ち

神し
ん
か
う幸
。
廿
四
日か

還く
わ
ん
か
う
幸
。
廿
八
日に
ち

神み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
な
り
と
又ま
た

来き
た

る
十
二
日に
ち

に
は
例れ
い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
京き
や
う
と
ふ

都
府
に
於お
い

て
鬮く
ぢ
び
き引
を
以も
つ

て
山や
ま
ほ
こ鉾
の

順じ
ゆ
ん
ば
ん
番
を
定さ
だ

む
る
と
の
こ
と
な
り

［
31
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
十
八
日　
『
日
出
新
聞
』

●
晝ひ
る

の
内う
ち

の
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭　

昨さ
く
じ
つ日
は
娘む
す
め
こ
ど
も

子
供
が
一ひ
と
ひ日
二ふ
た
ひ日
と
指ゆ
び
を
り折
か
ぞ
へ
て
待ま
ち
こ
が戀
れ
た
る

祇ぎ
を
ん
ま
つ

園
祭
り
。
此こ
の
ご
ろ頃
中ち
う

照て

り
續つ
ゞ

き
た
る
好か
う
て
ん
き

天
氣
に
日に
つ
く
わ
う光を
見み

た
ば
か
り
で
も
眼め

の
暈く
ら

む
眞ま

日に
つ
ち
う中
を
物も
の

と
も
せ
ず
店み
せ

頭さ
き

に
飾か
ざ

り
立た
て

た
る
金き
ん
び
や
う
ぶ

屏
風
の
前ま
へ

。
毛も
う
せ
ん氈
絨じ
う
だ
ん緞
の
上う
へ

に
着き
か
ざ
つ飾
て

居ゐ
な
ら並
び
た
る
娘じ
や
うさ
ん
や
坊ぼ
う

さ
ん
も
御ご
じ
せ
つ
が
ら

時
節
柄
に
と
云い

ふ
老と
し
よ
り人
の
注ち
う
い意
で
も
あ
る
か
今こ
ん
ね
ん年

は
格か

く
べ
つ別
際き
は
だ
ち立
た
る
衣い
し
や
う裳
は
着つ

け
ず
先ま

づ
一ち
よ
つ
と寸
赤あ
か

ケ
ツ
ト
」
を
敷し
き

て
子こ
ど
も供
に
は
縮ち
ゞ

み
の
單ひ
と

衣へ

位ぐ
ら

ゐ
着き

せ
た
家い
へ

が
十
中ち
う

の
七
八
□
何な
に

か
い
ろ
〳
〵
な
流は
や
り
や
ま
ひ

行
病
の
噂う
は

さ
が
高た
か

い
の
で

滅め
つ
た多
な
も
の
を
差さ
し
あ上
げ
て
も
と
一い

ち々

主し
ゆ
じ
ん人
の
弁べ
ん
か
い解
す
る
御ご
ち
さ
う

馳
走
は
當い
つ
も例
の
赤こ
は
め
し飯
と

を
巡じ

ゆ
ん
か
う行
さ
せ
る
と
の
事こ
と

は
過く
わ
じ
つ日
の
氏う
ぢ
こ子
惣そ
う
だ
い代
相さ
う
だ
ん
く
わ
い

談
會
に
て
一い
つ
た
ん旦
は
決け
つ

し
た
れ
ど
目も
く
か下

米べ
い
か價

は
益ま

す々

騰た
う
き貴

し
細さ

い
み
ん民

は
日に

ち々

殖ふ

ゑ
中な

か

に
は
飢き

が餓
に
迫せ

ま

る
も
の
さ
へ
あ
る
に
謂い

は

ば

無む
よ
う用
の
費つ
ひ

へ
を
以も
つ

て
山や
ま
ほ
こ鉾
な
ど
曳ひ
き
だ出
す
は
何い
か
が如
あ
る
べ
き
か
去さ

れ
ば
本ほ
ん
ね
ん年
山や
ま
ほ
こ鉾
の
巡
じ
ゆ
ん
か
う行

丈だ

け
は
見み
あ
は合
す
る
方か
た

世せ
け
ん間
に
對た
い

し
て
の
聞き
こ

え
も
よ
ろ
し
く
又ま
た

氏う
ぢ
こ子
に
取と

り
て
も
本ほ
ん
く
わ
い懐な

る
べ
し
と
い
ふ
も
の
續ぞ

く々

あ
り
て
頻し
き

り
に
頑ぐ
わ
ん
こ固
の
老ら
う
じ
ん人
を
説と
き

伏つ
け

を
る
と
い
へ
ば
事こ
と

に
よ

る
と
見み

あ
は合
せ
る
事こ
と

に
な
る
か
も
知し

れ
ず
と
い
へ
り

［
27
］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
二
十
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
鉾ほ
こ
ち
や
う
町
の
苦く
じ
や
う情　

来き
た

る
七
月ぐ
わ
つ

十
七
日に
ち

。
二
十
四
日か

の
両
り
や
う
じ
つ日
祇ぎ
を
ん園
私し
さ
い祭
に
付つ
き

清せ
い
〳
〵
か
う
し
ゃ

々
講
社

に
て
は
例れ

い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
山や
ま
ほ
こ鉾
を
曳ひ

き
出だ

す
べ
し
と
主し
ゆ
ち
や
う張
す
る
も
鶏
に
は
と
り。
月つ
き

。
船ふ
ね

の
三
鉾ほ
こ

は

目も
く
こ
ん今
の
不ふ
け
い
き

景
氣
に
際さ
い

し
て
は
鉾ほ
こ

の
巡じ
ゆ
ん
か
う行を
止や

め
て
其そ
の

代か
は

り
に
貧ひ
ん
み
ん民
救き
う
じ
よ助
の
爲た

め
若じ
や
く
か
ん干の

金き
ん
が
く額
を
義ぎ
け
ん捐
す
る
に
若し

か
ず
と
の
説せ
つ

も
あ
り
殊こ
と

に
船ふ
ね
ほ
こ鉾
は
焼せ
う
し
つ失
以い
ら
い来
昨さ
く
ね
ん年
初は
じ

め
て
曳ひ
き
だ出

し
た
る
も
其そ

の

車く
る
まは
借か
り
も
の物
を
以も
つ

て
間ま

に
合あ
は

せ
た
る
位く
ら
ゐな
れ
ば
猶な
ほ
さ
ら更
無む
よ
う用
の
出し
ゆ
つ
ひ費
を
要え
う

す
る

こ
と
ゆ
ゑ
本ほ

ん
ね
ん年
は
飾か
ざ

り
立た

て
と
祇ぎ
を
ん
ば
や
し

園
囃
子
を
な
す
の
み
に
止と
ゞ

め
巡じ
ゆ
ん
か
う行は
見み
あ
は合
す
べ
し
と

て
右み

ぎ

三
鉾ほ
こ

の
鉾ほ
こ

町
に
て
は
清せ

い

々
講
社
と
の
間あ
ひ
だに
意い
け
ん見
を
異こ
と

に
し
未い
ま

だ
都つ
が
ふ合
よ
く
纏ま
と
まる
の

塲ば
あ
ひ合
に
至い
た

ら
ず
と
の
こ
と

［
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］
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
十
二
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇□

園を
ん

私し
さ
い祭
に
就つ

き
て
の
注ち
う
い意　

祇ぎ
を
ん園
私し
さ
い祭
を
執し
つ
か
う行
す
る
に
就つ

き
て
は
暑し
よ
き氣
の
折を
り
が
ら柄

不ふ
り
や
う良
の
魚ぎ
よ
る
ゐ類
其そ
の
た他
の
飲い
ん
し
よ
く
ぶ
つ

食
物
を
用も
ち

ひ
爲た

め
に
虎こ

れ

ら
列
刺
等と
う

を
誘い
う
は
つ發
し
て
は
實じ
つ

に
市し
み
ん民
の

不ふ
か
う幸
な
る
に
依よ

り
同ど
う
さ
い祭
に
は
不ふ
り
や
う良
の
飲い
ん
し
よ
く
ぶ
つ

食
物
は
勿も
ち
ろ
ん論
鯖さ
ば
の
す
し鮓
其そ
の
た他
不ふ
せ
う
く
わ
ぶ
つ

消
化
物
を
用も
ち

ひ
ざ

る
様や

う

京き
や
う
と都
衛ゑ
い
せ
い
く
わ
い

生
會
幹か
ん
じ事
組く
み
ち
や
う
長
よ
り
同ど
う
さ
い祭
各か
く

聯れ
ん
が
ふ
ゞ

合
部
内な
い

へ
注ち
う
い意
し
た
る
よ
し
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［
32
］
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月
四
日　
『
日
出
新
聞
』

●
衛ゑ

い
せ
い生
組く
み
て
う長
幹か
ん
じ
か
い

事
會　

下し
も
け
う
く

京
區
の
各か
く

衛ゑ
い
せ
い生
組く
み
て
う長
幹か
ん
じ
か
い

事
會
は
昨さ
く
じ
つ日
午ご
ぜ
ん前
十
時じ

よ
り
同ど
う

區く
や
く
し
よ

役
所
に
集し
ふ
か
い會
し
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
も
近ち
か

づ
き
た
る
に
附つ

き
此こ
の
さ
い際
飲ゝ
ん
し
よ
く
ぶ
つ

食
物
を
始は
じ

め
清せ
い
け
つ
は
ふ

潔
法
等と
う

に
付つ

き
區く
な
い内
各か
く
こ戸
に
注ち
う
い意
を
與あ
た

ふ
る
こ
と
幷な
ら
びに
虎こ

れ

ら
列
刺
患か
ん
じ
や者
も
已す
で

に
二
人に
ん

を
出だ

し
た
る
に
附つ

き
之こ

れ
に
對た
い

す
る
豫よ
ぼ
う
は
ふ

防
法
を
行お
こ
なふ
こ
と
等と
う

を
協け
ふ
ぎ議
せ
り
當た
う
じ
つ日
府ふ
て
う廳
よ
り
も
福ふ
く
だ田
属ぞ
く

が

出し
ゆ
つ
て
う
張
し
て
衛ゑ
い
せ
い
ぜ
う

生
上
二
三
の
打う
ち
あ
は合
せ
を
爲な

し
た
る
由

［
33
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
三
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ま
つ
り

園
祭　

曩さ
き

頃ご
ろ

よ
り
或あ
る

一
部ぶ

に
て
は
惡あ
く
べ
う病
流り
う
か
う行
に
つ
き
同ど
う

祭さ
い
て
ん典
を
秋し
う
き季
ま
で
延え
ん
き期
す

べ
し
と
の
説せ

つ

あ
り
し
が
其そ
の

後の
ち

該が
い

病べ
う
せ
い勢
も
增ぞ
う
し
ん進
の
摸も
や
う様
な
く
旁か

た々

延え
ん
き期
の
必ひ
つ
え
う要
も
な
か
る

べ
し
と
て
山や

ま
ほ
こ鉾
町て

う々

に
て
は
既す
で

に
其そ
の

準じ
ゆ
ん
び備
を
な
し
明め
う

一
日じ
つ

吉き
つ
ふ符
入い
り

を
な
し
同ど
う
や夜
よ
り

集し
ふ
か
い
し
よ

會
所
二
階か
い

に
於お
い

て
祇ぎ
を
ん園
囃ば
や
し子
の
稽け
い
こ古
初は
じ

め
を
爲な

す
由よ
し

ま
た
両れ
う

三
年ね
ん

前ぜ
ん

よ
り
出い
だ

さ
ゞ
り

し
白は

く
ら
く
て
ん
や
ま

樂
天
山
も
本ほ
ん
ね
ん年
は
博は
く
ら
ん
か
い

覧
會
の
餘よ
け
う興
と
し
て
成な

る
べ
く
曳ひ
き

出だ

す
こ
と
と
せ
ん
と
目も
く
か下

當た
う
ば
ん番
幹か
ん
じ事
に
て
恊け
ふ
ぎ
ち
う

議
中
な
り
と
其そ
の

神じ
ん
じ事
順じ
ゆ
ん
じ
よ
序
は
左さ

の
如ご
と

し

七
月
一
日
吉
符
入
○
同
十
日
鉾
建
○
同
十
日
神
輿
洗
○
同
十
一
日
鉾
稚
兒
社
参
○
同

十
一
日
車
掛
○
同
十
四
日
舁
山
建
○
同
十
五
日
鉾
曳
初
○
同
十
五
日
□
番
鬮
取
○
同

十
七
日
午
前
山
鉾
巡
行
午
後
神
輿
神
行
○
後
祭
（
廿
四
日
祭
）
同
十
八
日
両
観
音
山

建
○
同
廿
一
日
山
建
○
同
廿
二
日
観
音
山
曳
初
○
同
廿
四
日
午
前
山
巡
行
午
後
神
輿

還
行
○
同
神
輿
洗

［
34
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
六
日　
『
日
出
新
聞
』
広
告
欄

祇
園
祭

七
月
十
日
神
輿
洗
同
十
一
日
鉾
稚
兒
社
参
十
五
日
鉾
曳
初

七
月
十
七
日
山
鉾
巡
行
同
同
日
神
幸
同
廿
二
日
山
曳
物

煮に
し
め〆
。
棒ぼ
う
だ
ら鱈
か
高か
う
や
ど
う
ふ

野
豆
腐
を
下さ
か
な物
に
一
猪ち
よ
く口
参ま
ゐ

る
内う
ち

に
吸す
ひ
も
の物
焼や
き
も
の肴
の
一
二
種い
ろ

も
出で

る
の

が
最

も
つ
と
も

上じ
や
うの
口く
ち

に
て
大た
い
て
い抵
は
赤こ
は
め
し飯
お
煮に
し
め〆
で
打う
ち
き切
り
の
家い
へ

が
多お
ほ

か
り
し
と
は
矢や

は張
り

不ふ
け
い
き

景
氣
〳
〵
の
聲こ
ゑ

が
人ひ

と々

の
頭あ
た
まに
染し

み
込こ

ん
で
居を

る
ゆ
ゑ
な
ら
ん
只た
ゞ

安あ
ん
ぐ
わ
い
外
に
當あ
た

つ
た
も

の
は
寒

か
ん
こ
ほ
り氷
〳
〵
と
タ
ラ
〳
〵
玉た
ま

の
汗あ
せ

を
流な
か

し
て
呼よ

び
歩あ

る行
く
氷こ
ほ
り
う
り賣
シ
ヤ
ボ
ン
玉だ
ま
や屋
は

相あ
ひ
か
は替
ら
ず
否い
な

相あ
ひ
か
は變
つ
て
今こ
と
し年
は
續ぞ

く々

大お
ほ
ぜ
い勢
繰く
り
だ出
し
た
れ
ど
子こ
ど
も供
が
怜り
か
う悧
に
成な
つ

た
か
親お
や
た
ち達

が
銭ぜ

に

を
宛あ
て
がは
ぬ
か
頓と
ん

と
一
向か
う

に
買か
ひ
て人
は
な
く
大た
い
て
い抵
は
山や
ま
ほ
こ鉾
の
来く

る
の
を
今い
ま

か
〳
〵
と
待ま

つ
計ば
か

り
偖さ
て

山や
ま
ほ
こ鉾
は
例れ
い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
長な
ぎ
な
た
ほ
こ

刀
鉾
が
眞ま
さ
き先
に
立た
ち

て
午ご
ぜ
ん前
九
時じ

頃ご
ろ

よ
り
コ
ン
チ
キ
チ

ン
〳
〵
と
曳ひ

き
だ出
し
た
る
が
囃は
や
し
か
た方の
揃そ
ろ
ひ
い
し
や
う

衣
裳
は
同お
な

じ
安や
す
も
の物
な
が
ら
幾い
く
ら分
か
見み
お
と劣
り
の
し
た

る
も
ま
た
不ふ

け
い
き

景
氣
と
か
時じ
せ
つ
が
ら

節
柄
と
云い

ふ
口
こ
う
じ
や
う上
一ち
よ
つ
と寸
が
若わ
か
い
し
ゆ衆の
気き
せ
い勢
を
挫く
ぢ

い
た
加か
げ
ん減
か
。

新し
ん
き
や
う
ご
く

京
極
は
山や
ま
ほ
こ鉾
の
見け
ん
ぶ
つ物
か
た
〴
〵
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
素す
ど
ほ通
り
の
客き
や
くは
あ
れ
ど
席せ
き

に
入い

る
も
の

は
其そ

の
わ
り割
に
は
少す
く

な
く
各か
く

花い
ろ
ま
ち街
も
眞ま
さ
か逆
に
炎え
ん
て
ん天
を
冐お
か

し
て
進し
ん
げ
き撃
す
る
程ほ
ど

の
熱ね
つ
し
ん
か

心
家
も
な
い

と
見み

え
て
晝ひ
る

の
間あ
ひ
だは
一
向か
う

に
閑ひ

ま暇
の
様や
う
す子
に
て
却か
へ
つて
此こ
ち
ら方
か
ら
お
見み
ま
ひ舞
に
出で

か掛
け
て

細さ
い
く
ん君
に
内な

い々

不ふ
へ
い平
を
起お
こ

さ
せ
る
藝げ
い
ま
ひ
こ

舞
妓
の
チ
ラ
ホ
ラ
あ
り
し
位く
ら
ゐの
事こ
と

な
り
し
と
勿も
ち
ろ
ん論
夜よ

に
入い
り

て
颯そ

よ々

冷す
ゞ
か
ぜ風
の
起た
つ

時じ
ぶ
ん分
か
ら
は
人ひ
と
で出
も
多お
ほ

く
な
り
い
ろ
〳
〵
新し
ん
ぶ
ん
だ
ね

聞
種
も
出で

き来
て
一

体た
い

に
景け
い
き氣
の
出で

る
は
必ひ
つ
ぢ
や
う定な
れ
ば
尚な

ほ
夜や
か
ん間
の
盛せ
い
き
や
う況は
篤と
く

と
實じ
つ
け
ん見
の
上う
へ

再ふ
た
ゝび
書か
き
た
て立
る
こ

と
ゝ
し
先ま

づ
晝ひ
る
ま間
の
摸も
や
う様
は
此こ
の
へ
ん邊
の
處と
こ
ろに
て
筆ふ
で

を
擱お
く

べ
し
偖さ
て

又ま
た

筆ふ
で

の
序つ
い

で
に
一
昨さ
く
や夜

宵よ
み
や宮
の
書か
き
の
こ残
し
を
記し
る

せ
ば
山や
ま
ほ
こ鉾
の
あ
る
町ち
や
うに
は
夕ゆ
ふ
か
た方
よ
り
十
時じ

頃ご
ろ

ま
で
の
間あ
ひ
だギ
ツ
シ
リ

詰つ
ま

つ
て
身み
う
ご
き動
も
出で

き来
ぬ
程ほ
ど

の
雑ざ
つ
た
ふ沓
に
て
巡じ
ゆ
ん
さ査
は
臨り
ん
じ時
非ひ
ち
よ
く直
を
廃は
い
し止
し
て
残の
こ

ら
ず
警け
い
ご護
の

爲た

め
に
出
し
ゆ
つ
ち
や
う
張
す
る
始し
ま
つ末
。
四
條で
う

磧が
は
らの
納す
ゞ
み涼
も
ナ
カ
〳
〵
の
混こ
ん
ざ
つ雑
に
て
藤ふ
ぢ
や屋
浪な
に
は
て
い

華
亭

竹た
け
む
ら
や

村
屋
菊き
く
す
ゐ水
抔な
ど

相さ
う
お
う應
の
客き
や
くあ
り
し
併し
か

し
各か
く

花ゝ
わ
が
い街
は
毎ま
い
ね
ん年
箱は
こ
き切
れ
と
な
る
宵よ
み
や宮
の
夜よ

に
珍め
づ

ら
し
く
も
今こ
と
し年
は
箱は
こ
き切
れ
ど
こ
ろ
か
中な
か

に
は
一
日に
ち

一
晩ば
ん

お
茶ち
や

を
挽ひ
い

た
も
の
も
あ
り
し
と

兎と

に
角か
く

お
祭
ま
つ
り

〳
〵
と
喧や
か
まし
く
囃は
や
し
た
て立て
ド
ヤ
〳
〵
押お
し
だ出
せ
ど
畢つ
ま
り竟
空か
ら
げ
ん
き

元
氣
ば
か
り
で
一
体た
い

に
潤う
る
お
ひ澤
は
少す
く

な
き
塩あ
ん
ば
い梅
な
り
と
評ひ
や
う
ば
ん判せ
り
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を
な
し
且か

つ
車
く
る
ま
ど
め止
札ふ
だ

を
其そ
の

町て

う々

に
掲け
い
じ示
し
た
り
と

［
37
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祭●

●

●

●

●

●

●

禮
差
止
の
布
令　

京け
う
と都
府ふ

知ち

じ事
は
虎こ

疫え
き

の
蔓ま
ん
え
ん延
を
憂う
れ

へ
昨さ
く
じ
つ日
府ふ

令れ
い

第だ
い

五
十
六
號が
う

を

以も
つ

て
官か
ん
こ
く
へ
い
し
や

國
幣
社
を
始は
じ

め
府ふ
し
や社
以い

か下
の
祭さ
い
れ
い禮
を
差さ
し
ど止
め
た
り
其そ
の

文ぶ
ん

左さ

の
如ご
と

し

目も
く
か下
虎こ

れ

ら
列
刺
病べ
う

流り
う
か
う行
に
付つ
き

當た
う
ぶ
ん分
の
内う
ち

官か
ん
こ
く
へ
い
し
や

國
幣
社
私し
さ
い祭
及お
よ
び

府ふ
し
や社
以い

か下
祭さ
い
れ
い禮
等と
う

人じ
ん
み
ん民
の

群く
ん
じ
ゆ集
を
差さ
し

止ど

む

　

但た
ゞ

し
本ほ
ん
れ
い令
は
發は
つ
ぷ布
の
日ひ

よ
り
執し
か
う行
す

［
38
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
十
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
禮さ

い
れ
い祭
（
祭
禮
）
差さ
し
ど
め止
に
就つ
い

て　

祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
執し
つ
か
う行
の
可か

ひ否
に
付つ
い

て
は
過く
わ
は
ん
ら
い

般
來
當た
う
き
よ
く
し
や

局
者
の
間
あ
ひ
だ

に
種し

ゆ々

の
議ぎ
ろ
ん論
あ
り
一
昨さ
く
や夜
臨り
ん
じ時
衛ゑ
い
せ
い生
委ゐ
ゝ
ん
か
い

員
会
の
議ぎ

に
上の
ぼ

り
し
が
下し
も
け
う
く

京
區
の
同ど
う

委ゐ
ゝ
ん員

數す
う
め
い名
は
堅か
た

く
執し
つ
か
う行
説せ
つ

を
主し
ゆ
て
う張
し
た
れ
ど
も
結
け
つ
き
よ
く局
無む
き
め
い

記
名
投と
う
へ
う票
を
以も
つ

て
可か

否
け
つ（
マ
マ
）を
決け
つ

す
る

こ
と
と
爲な

り
直た
ゞ

ち
に
投と
う
へ
う票
し
た
る
が
其そ
の

投と
う
へ
う票
は
書し
よ
き記
及お
よ

び
衛ゑ
い
せ
い
く
わ

生
課
員ゐ
ん

立て
ち
あ
ひ會
の
上う
へ

開か
い
へ
う票
し

て
知ち

じ事
に
報は
う
こ
く告
し
各か
く

委ゐ
ゝ
ん員
に
は
示し
め

さ
ゞ
り
し
も
延え
ん
き期
説せ
つ

多た
す
う數
な
り
し
由よ
し

に
て
知ち

じ事
は

昨さ
く
じ
つ日
の
市し

参さ
ん
じ
か
い

事
會
に
臨の
ぞ

み
同ど
う
さ
い祭
執し
つ
か
う行
の
可か

ひ否
を
恊け
ふ
ぎ議
せ
し
處
と
こ
ろ

今い
ま

一
應お
う

清せ

い

々
講
社
員ゐ
ん

の
重お

も
な
る
人ひ

と々

を
知ち

じ事
官か
ん
て
い邸
に
招ま
ね

き
來き
た

る
十
月が
つ

ま
で
延え
ん
き期
す
る
様や
う

勸か
ん
こ
く告
せ
ん
と
の
こ
と
に

略ほ

ぼ
一
決け
つ

し
た
る
折お
り
か
ら抦
續ぞ

く々

虎こ

れ

ら
列
刺
病べ
う

新し
ん
か
ん
じ
や

患
者
發は
つ
せ
い生
の
報は
う
こ
く告
達た
つ

し
た
れ
ば
今い
ま

は
猶い
う
よ豫
す

べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
右み

ぎ

の
勸か
ん
こ
く告
を
見み
あ
は合
せ
別べ
つ
こ
う項
に
記き

す
る
如ご
と

く
斷だ
ん
ぜ
ん然
府ふ
れ
い令
を
以も
つ

て
各か
く

神じ
ん
し
や社
の
私し
さ
い祭
を
差さ
し
ど止
む
る
こ
と
に
決け
つ

せ
し
な
り
と
云い

ふ

［
39
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
十
二
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
延え
ん
き期
餘よ
ぶ
ん聞　

京け
う
と都
府ふ

ち

じ
知
事
は
府ふ
れ
い令
を
以も
つ

て
官か
ん
こ
く
へ
い
し
や

國
幣
社
及お
よ

び
府ふ
し
や社
以い

か下
の
祭さ
い
れ
い禮

同
廿
四
日
山
巡
行
同
同
日
還
幸
同
廿
八
日
神
輿
洗

右
例
年
之
通
執
行
候
事

　

明
治
廿
八
年
七
月
八
阪
神
社
々
務
所

［
35
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん
ゑ

園
會
延え
ん
き期
の
事こ
と

に
就つ
い

て　

昨さ
く
じ
つ日
午ご
ぜ
ん前
八
時じ

よ
り
辻つ
ぢ

下し
も
げ
う
く

京
區
長て
う

增ま
す
だ田
上か
み
げ
う
く

京
區
長て
う

の

両れ
う
し氏
は
來き
た

る
十
一
日に
ち

よ
り
執し
つ
か
う行
す
る
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
の
事こ
と

に
就つ

き
秋あ
き
や
ま山
宮ぐ
う
じ司
に
對た
い

し
て
懇こ
ん
だ
ん談
す

る
所と

こ
ろな
り
し
由よ
し

な
る
が
其そ
の

要え
う
し旨
は
目も
く
か下
悪あ
く
え
き疫
□ま
ん

延え
ん

の
兆て
う
こ
う候
あ
り
て
日ひ

ゞ々

十
餘よ

人に
ん

の
新し
ん

患か
ん
じ
や者
を
出い

だ
す
有あ
り
さ
ま様
な
れ
ば
此こ
の

際さ
い

祭さ
い
れ
い禮
を
執し
つ
か
う行
し
て
飲
い
ん
し
よ
く食
其そ
の

度ど

を
過す
ご

す
が
如ご
と

き
は
病べ
う
ど
く毒

蔓ま
ん
え
ん延
の
原げ
ん
い
ん因
な
れ
ば
成な

る
可べ

く
秋あ
き

ま
で
延え
ん
き期
す
る
や
う
致い
た

し
た
き
こ
と
な
り
万
一
其そ
の

運は
こ

び
に
至い
た

ら
ざ
る
時と
き

は
其そ
の

筋す
ぢ

に
て
は
止や

む
を
得え

ず
差さ
し
ど留
め
の
命め
い
れ
い令
を
下く

だ
す
べ
し
と
の
事こ
と

な
れ
ど
も
命め
い
れ
い令
に
依よ

り
て
延え
ん
き期
す
る
が
如ご
と

き
は
餘あ
ま

り
面お
も
し
ろ白
き
こ
と
に
も
あ
ら
ね
ば
兎と

も

角か
く

秋あ
き

ま
で
延え
ん
き期
す
る
こ
と
し
て
は
如い
か
ん何
と
云い

ふ
に
在あ

り
し
由よ
し

な
る
が
秋あ
き
や
ま
し

山
氏
は
祭さ
い
れ
い禮
の

こ
と
は
宮ぐ

う
じ司
一
己こ

の
考か
ん
がへ
に
も
決け
つ
て
い定
し
難が
た

き
を
以も
つ

て
更さ
ら

に
講か
う
し
や社
と
恊け
ふ
ぎ議
の
上う
へ

孰い
づ

れ
と
も

決け
つ

す
る
筈は
づ

に
て
本ほ
ん
じ
つ日
午ご

後ゞ
三
時じ

よ
り
清せ

い々

講か
う
し
や社
幹か
ん
じ事
総そ
う
と
り
し
ま
り

取
締
等ら

と
會か
い

し
て
右み
ぎ

延え
ん
き期
の

こ
と
に
付つ

き

恊け
ふ
ぎ議
す
る
筈は
づ

な
り
と
云い

ふ

［
36
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
延え
ん
き期
に
就つ
い

て　

目も
く
か下
惡あ
く
え
き疫
流り
う
か
う行
に
つ
き
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
延え
ん
き期
の
こ
と
を
上ぜ
う
げ下
両れ
う

區く
て
う長

よ
り
秋あ

き
や
ま山
宮ぐ
う
じ司
に
懇こ
ん
だ
ん談
せ
し
こ
と
は
既す
で

に
前ぜ
ん
が
う號
に
記き
さ
い載
せ
し
が
両れ
う

區く
て
う長
は
尚な
ほ

も
一
昨さ
く
じ
つ日

八
坂さ

か

神じ
ん
し
や社
に
於お
い

て
氏う
ぢ
こ子
講か
う
し
や社
の
各か
く

総そ
う
だ
い代
に
對た
い

し
右み
ぎ

の
恊け
ふ
ぎ議
を
な
さ
ん
と
せ
し
も
各か
く

総そ
う
だ
い代

は
之こ

れ

に
應お
う

ぜ
ず
既す
で

に
山や
ま
ほ
こ鉾
の
補ほ
ぢ
よ
ひ

助
費
を
も
受う

け
夫そ

れ々

準じ
ゆ
ん
び備
を
な
し
た
る
今こ
ん
に
ち日
其そ
の

恊け
ふ
ぎ議
に

は
應お

う

じ
難が
た

し
若も

し
是ぜ

ひ非
延え
ん
き期
せ
ん
と
な
ら
ば
知ち

じ事
よ
り
命め
い
れ
い令
あ
る
べ
し
と
て
既す
で

に
昨さ
く

九

日か

午ご
ぜ
ん前
よ
り
長な
ぎ
な
た刀
、
函か
ん
こ
う谷
、
月つ
き

、
雉
に
は
と
り（
鶏
）、
放す
は
ま下
、
船ふ
ね

の
各か
く

鉾ほ
こ

及お
よ
び

岩い
は
と
や
ま

戸
山
等と
う

は
組く
み
た
て立
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○
博は
く
ぶ
つ
か
ん

物
舘
は
來ら
い
し
ゆ
ん春な
ら
で
は
開か
い
ぜ
う塲
せ
ら
れ
ぬ
と
や
ら
、
是ぜ

ひ非
無な

き
次し
だ
い第
な
れ
ど
も
、
彼か

の
建け
ん
ち
く築
の
竣し
ゆ
ん
こ
う攻し
た
る
髙か
う
だ
い大
な
る
寶ほ
う
こ庫
の
縦じ
う
ら
ん覧
相あ
ひ

叶か
な

は
ん
に
は
、責せ
め

て
も
の
喜よ
ろ
こび
な
り
、

○
壬み

ぶ生
狂け
う
げ
ん言
の
見み
あ
は合
せ
苦に

が
〳
〵
し
、
仮め

ん面
の
陳ち
ん
れ
つ列
も
好よ

け
れ
ど
も
、
仮め

ん面
着き

せ
た

人に
ん
げ
う形
の
桶を
け

取と
り

な
ん
ぞ
の
作つ
く
り
も
の物は
如い
か何ゞ
に
や
、
農の
う
じ事
忙い
そ

が
し
と
て
何な
に

程ほ
ど

の
手て

ま間
も
掛か
ゝ

る
ま

じ
、

○
牛う

し
ま
つ
り
祭
も
造つ
く

り
物も
の

し
て
見み

せ
た
き
も
の
な
り
、
太う
づ
ま
さ秦
は
嵐ら
ん
ざ
ん山
の
紅も
み
ぢ葉
見み

の
徃わ
う
ら
い來
道み
ち

、
此こ

の
愛あ
い
け
う嬌
物も
の

あ
ら
ん
に
は
大お
ほ

儲ま
う

け
な
る
べ
し
、

○
今い

ま
み
や宮
の
や
す
ら
ひ
祭ま
つ

り
、
是こ

れ
も
造つ
く

り
物も
の

の
工く
ふ
う夫
の
出で

き來
ざ
る
に
や
、

○
家い

へ々

秘ひ
ざ
う藏
の
金き
ん

屏べ
う
ぶ風
の
競け
う
さ
う
か
い

爭
會
は
是ぜ

ひ非
に
遣や

ら
ざ
る
を
得え

ず
、
三
十
日に
ち

と
云い

ふ
て
は

日に
つ
す
う數
長な

が
過す

ぎ
る
べ
し
、
お
祭ま
つ

り
の
前ぜ
ん
ご後
を
併あ
は

せ
て
少す
く
なく
と
も
三
日か

は
、
上か
み
げ
う京
も
下し
も
げ
う京

も
自じ

ま
ん慢
競く
ら
べと
す
べ
し
、
尤も
つ
とも
他た

よ
り
借か

り
來き
た

り
て
、
我わ
が
も
の
か
ほ

物
顔
す
る
も
妨さ
ま
たげ
な
し
、

［
42
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
二
十
七
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

お
ん
ゑ

園
會
は
居ゐ
ま
つ
り祭　

本ほ
ん
ね
ん年
の
祇
ぎ
を
ん
の
ゑ（
マ
マ
）

園
會
は
鉾ほ
こ
た
て建
の
前ぜ
ん
じ
つ日
に
至い
た

り
祭さ
い
れ
い禮
停て
い
し止
の
府ふ
れ
い令
出い

で
た

れ
ば
各か

く

鉾ほ
こ

町て
う

は
清せ

い々

講か
う
し
や社
よ
り
交か
う
ふ附
せ
し
祭さ
い
て
ん
ひ

典
費
の
殆ほ
と

ん
ど
三
分ぶ
ん

二
を
費ひ
せ
う消
し
差さ
し
む向
き

之こ

れ
を
補ほ
じ
う充
す
る
の
途み
ち

な
し
と
て
本ほ
ん
ね
ん年
は
此こ
の

儘ま
ゝ

祭さ
い
れ
い禮
を
見み

あ合
は
す
べ
し
と
主し
ゆ
て
う張
せ
る
向む

き
も
あ
り
し
が
氏う
ぢ
が
み神
の
祭さ
い
れ
い禮
を
廢は
い

す
る
は
氏う
ぢ
こ子
と
し
て
有あ

る
ま
じ
き
こ
と
な
る
の
み
な

ら
ず
紀き

ね
ん
さ
い

念
祭
の
爲た

め
滿ま

と都
装さ
う
し
よ
く
飾
の
計け
い
か
く畫
も
あ
る
折お
り
か
ら抦
な
れ
ば
旁か

た々

來ら
い
げ
つ月
を
以も
つ

て
例れ
い
ね
ん年
通ど
ほ

り
祭さ
い
れ
い禮
を
行お
こ
なふ
べ
し
と
の
説せ
つ

多た
す
う數
な
る
よ
り
鉾ほ
こ

町て
う

に
て
は
本ほ
ん
ね
ん年
に
限か
ぎ

り
居ゐ

祭ま
つ
りと
爲な

し

山や
ま
ほ
こ鉾
の
巡じ
ゆ
ん
か
う行の
み
廢は
い

し
て
各か
く

町て
う

に
飾か
ざ
り
つ付
け
置お

く
こ
と
に
爲な

さ
ん
と
昨さ
く
こ
ん今
頻し
き

り
に
評へ
う
ぎ議
を

凝こ

ら
し
居を

る
由

［
43
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
二
十
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭　

虎こ

れ

ら
列
刺
病べ
う

の
爲た

め
延え
ん
い
ん引
と
な
り
た
る
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
は
費ひ
よ
う用
の
都つ
が
ふ合
に
依よ

り
本ほ
ん
ね
ん年

を
停て

い
し止
せ
し
こ
と
は
既す
で

に
報は
う
だ
う道
せ
し
が
一
昨さ
く
じ
つ日
午ご

後ゞ
三
時じ

右み
ぎ

の
府ふ
れ
い令
の
八や
さ
か坂
私し
さ
い祭
各か
く

鉾ほ
こ

町て
う

に
達た
つ

す
る
や
或あ
る
ひは
直た
ゞ

ち
に
建た
て

鉾ほ
こ

を
取と
り

毀こ
は

さ
ん
と
云い

ひ
或あ
る
ひは
一
應お
う

各か
く

鉾ほ
こ

町て

う々

に
て
恊け
ふ
ぎ議

せ
ん
と
云い

ひ
終つ
ひ

に
同ど
う
や夜
當た
う

番ば
ん

幹か
ん
じ事
町て
う

（
放す
は

下
が（
マ
マ
）鉾ほ
こ

町て
う

）
に
集し
ふ
か
い會
し
各か
く

鉾ほ
こ

町て
う

よ
り
出し
ゆ
つ
せ
き席し

て
恊け

ふ
ぎ議
せ
し
に
講か
う
し
や社
よ
り
交か
う
ふ付
せ
し
補ほ
じ
よ
き
ん

助
金
を
始は
じ

め
各か
く

鉾ほ
こ

町て
う

の
經け
い
ひ費
は
既す
で

に
過く
わ
は
ん半
を

消せ
う
ひ費
な
し
夫そ

れ々

鉾ほ
こ

を
建た

て
了を

り
し
に
今い
ま

直た
ゞ

ち
に
取と
り

毀こ
は

つ
は
如い

か何
に
も
残ざ
ん
ね
ん念
な
れ
ば
昨さ
く
じ
つ日

よ
り
一
週し

う
か
ん間
此こ
の

儘ま
ゝ

に
差さ
し
お置
き
衛ゑ
い
せ
い生
の
こ
と
は
充じ
う
ぶ
ん分
に
注ち
う
い意
を
な
し
以も
つ

て
祭さ
い
じ
つ日
を
經け
い
く
わ過
し

た
し
と
昨さ

く
じ
つ日
各か
く

鉾ほ
こ

町て
う

よ
り
京け
う
と
ふ

都
府
に
出し
ゆ
つ
が
ん願し
特と
く
べ
つ別
の
許き
よ
か可
を
請こ

ひ
た
る
が
今こ
ん
て
う朝
は
何な
に
ぶ
ん分

の
沙さ

た汰
あ
る
べ
き
筈は
づ

な
り
と

［
40
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
十
五
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
見み
あ
は合
せ
の
説せ
つ　

本ほ
ん
ね
ん年
の
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
は
鉾ほ
こ
た
て立
の
間ま
ぎ
は際
に
際さ
い

し
虎こ
れ
ら
べ
う

列
刺
病
流り行
の
為た

め
差さ
し
と止
め
ら
れ
た
れ
ば
清せ
い
せ
い
か
う
し
や

々
講
社
の
幹か
ん
じ
ち
う

事
中
に
は
来
き
た
る

十
月が
つ

十
七
日に
ち

と
二
十
四
日か

の
両れ
う
じ
つ日

を
以も

つ

て
執し
つ
か
う行
せ
ん
と
の
議ぎ

あ
る
由よ
し

な
る
が
鉾ほ
こ
て
う町
に
て
は
過か
は
ん般
差さ
し
と
め止
の
府ふ
れ
い令
出い

づ
る
ま
で

に
祭さ

い
て
ん
ひ

典
費
の
三
分ぶ

の
一
を
消せ費
し
た
る
こ
と
ゆ
ゑ
来ら
い
げ
つ月
執し
つ
か
う行
す
る
に
は
此こ
の

不ふ
そ
く足
金き
ん

を

補ほ
じ
う充
す
る
こ
と
困こ
ん
な
ん難
な
れ
ば
本ほ
ん
ね
ん年
は
断だ
ん

じ
て
祭さ
い
て
ん典
を
見み
あ
は合
す
べ
し
と
云い

ひ
居を

る
も
あ
る

趣お
も
むき
に
て
近き
ん
じ
つ日
幹か
ん
じ
か
い

事
會
を
開ひ
ら

き
議ぎ
て
い定
す
る
筈は
ず

な
り
と

［
41
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
十
八
日　
『
日
出
新
聞
』

●
紀き

ね
ん
さ
い

念
祭
早は

や
近ち
か

し　
（
二
）

○
祇ぎ

を
ん
ま
つ
り

園
祭
は
如い
か何ゞ
相あ
ひ

成な

る
ぞ
、
費ひ
よ
う用
が
何ど

う
の
斯か

う
の
と
て
見み
あ
は合
せ
ん
と
云い

ふ
評へ
う
ば
ん判
あ

り
、
実じ

つ

に
驚お
ど
ろき
入い

る
、
是こ

れ
は
お
定さ
だ
まり
の
手し
ゆ
だ
ん段
に
て
、
費ひ
よ
う用
を
強ね
だ
る請
に
過す

ぎ
ざ
る
可べ

き

も
、
斯か

ゝ

る
時と
き

に
彼か

の
鉾ほ
こ

出だ

さ
ぬ
と
云い

ふ
こ
と
あ
る
べ
き
や
、
況ま

し
て
今こ
と
し年
は
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
の

延え
ん
き期
し
た
る
を
や
、
唯た

だ
出だ

す
許ば
か

り
か
、
博は
く
ら
ん
か
い

覧
會
の
前ま
へ

ま
で
も
ソ
レ
や
れ
〳
〵
〳
〵
と

挽ひ

き
出だ

す
べ
し
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［
45
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
京け

う
と
ふ

都
府
地ち

は
う方

衛ゑ
い
せ
い
か
い

生
會　

仝ど
う
か
い會

は
昨さ

く
じ
つ日

午ご
ぜ
ん前

九
時じ

よ
り
府ふ

て
う廳

式し
き
ぜ
う塲

に
於お

い

て
開か

い會
本も

と
べ部

書し
よ
き
か
ん

記
官
議ぎ
て
う長
席せ
き

に
着つ

き
本ほ
ん
ね
ん年
七
月が
つ

府ふ

令れ
い

第だ
い

五
十
六
號が
う

を
十
月が
つ

一
日じ
つ

限か
ぎ

り
廢は
い
し止
し
私し
さ
い祭

停て
い
し止
を
解と

く
の
件け
ん

を
議ぎ

せ
し
に
二
三
の
質し
つ
も
ん問
あ
り
結
け
つ
き
よ
く局
大だ
い
た
す
う

多
數
を
以も
つ

て
之こ

れ
を
可か
け
つ決
し

次つ
ぎ

に
恊け
ふ
ぎ
あ
ん

議
案
と
し
て
赤せ
き
り痢
及お
よ

び
腸て
う

窒ち

ふ

す
扶
斯
患か
ん
じ
や者
を
避ひ
べ
う
い
ん

病
院
に
入に
ふ
ゐ
ん院
せ
し
む
る
の
可か

ひ否
を

諮は
か

り
し
に
左さ

の
如ご
と

く
異ゐ

ぎ議
な
く
可か
け
つ決
せ
り

一
入
院
を
希
望
す
る
も
の

一
旅
人
に
し
て
看
護
治
療
共
に
行
届
か
ず
と
認
む
る
も
の

一
學
校
工
塲
等
の
寄
宿
舎
又
は
宿
屋
等
汎
く
傳
播
の
處
あ
り
と
認
む
る
も
の

一
家
屋
狭
隘
に
し
て
多
數
の
家
族
群
居
し
一
家
傳
染
の
恐
れ
あ
る
も
の

以
上
第
二
項
以
下
は
努
め
て
懇
諭
し
承
諾
せ
し
め
た
る
上
入
院
の
手
續
き
を
爲
し
苟
く

も
意
に
反
し
て
強
制
す
る
が
如
き
入
院
厭
忌
の
情
を
起
さ
ゞ
ら
し
む
る
を
要
す

尚な

ほ
伏ふ
し
み見
船せ
ん

舶
え
き（
マ
マ
）撿け
ん

疫
ぱ
く（
マ
マ
）所し
よ

、
七
條で
う

滊き
し
や車
撿け
ん
え
き
し
よ

疫
所
、
蹴け
あ
げ上
船せ
ん
ぱ
く舶
撿け
ん
え
き
し
よ

疫
所
を
十
月が
つ

一
日じ
つ

よ
り
廢は
い
し止
す
る
恊け
ふ
ぎ
あ
ん

議
案
は
次じ
か
い回
ま
で
延え
ん
き期
す
る
こ
と
と
し
正せ
う
ご午
閉へ
い
か
い會
せ
り

［
46
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
の
期き
じ
つ日
變へ
ん
か
う更　

祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
は
清せ

い々

講か
う
し
や社
幹か
ん
じ事
等ら

の
恊け
ふ
ぎ
か
い

議
會
に
於お
い

て
來き
た

る
十
四
日か

に
執し
つ
か
う行
す
る
こ
と
に
決け
つ

せ
し
が
前ぜ
ん
が
う號
に
も
記き
さ
い載
し
置お

き
し
如ご
と

く
渡わ
た
な
べ邊
知ち

じ事
は
再さ
い
さ
く
じ
つ

昨
日

清せ

い々

講か
う
し
や社
幹か
ん
じ事
、
鉾ほ
こ

町て
う

総そ
う
だ
い代
等ら

を
招ま
ね

き
十
一
月が
つ

ま
で
延え
ん
き期
し
紀き
ね
ん
さ
い

念
祭
後ご

の
賑に
ぎ
はひ
を
添そ

へ

て
は
如い

か
ん何
と
の
事こ
と

を
恊け
ふ
ぎ議
し
た
る
處
と
こ
ろ

元が
ん
ら
い來
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
は
夏な
つ
ま
つ
り祭な
れ
ば
十
一
月が
つ

ま
で
延え
ん
き期
す

る
と
き
は
衣い

せ
う裳
装せ
う
ぞ
く束
等と
う

時じ
こ
う候
遅お
く

れ
と
爲な

り
不ふ
つ
が
ふ

都
合
な
り
と
て
種し

ゆ々

の
事じ
ぜ
う情
を
述の

べ
た
る

よ
り
知ち

じ事
も
然し
か

ら
ば
詮せ
ん
か
た方
な
け
れ
ば
内な
い
き貴
紀ゝ
ね
ん
さ
い

念
祭
委ゐ
ゝ
ん
て
う

員
長
と
恊け
ふ
ぎ議
の
上う
へ

宜よ
ろ

し
く
決け
つ
て
い定
す

る
様や

う

に
と
告つ

げ
し
か
ば
一
昨さ
く
じ
つ日
総そ
う
だ
い代
と
し
て
平ひ
ら
ゐ井
榮え
い

三
郎ら
う

、
廣ひ
ろ
た田
金き
ん
べ
ゑ

兵
衛
の
両れ
う
し氏

議ぎ
じ
だ
う

事
堂
に
赴お
も
むき
内な
い
き貴
委ゐ
ゝ
ん
て
う

員
長
に
面め
ん
だ
ん談
し
た
る
處
と
こ
ろ

同ど
う

委ゐ
ゝ
ん
て
う

員
長
は
本ほ
ん
げ
つ月
十
五
日に
ち

以い

ご後
に
な
れ

は
居ゐ

ま
つ
り祭
に
せ
ん
と
の
議ぎ

も
あ
り
し
が
一
昨さ
く
じ
つ日
八や
さ
か坂
神じ
ん
し
や社
々〳
〵
む
し
よ

務
所
に
於お
い

て
鉾ほ
こ
て
う町
氏う
ぢ
こ子
総そ
う
だ
い代

清せ

い々

講か
う
し
や社

幹か
ん
じ事

等ら

の
恊け

ふ
ぎ
か
い

議
會
を
開ひ

ら

き
種し

ゆ々

議ぎ
ろ
ん論

の
末す

ゑ

結け
つ
き
よ
く局

神み
こ
し輿

の
渡と

ぎ
よ御

山や
ま
ほ
こ鉾

の
巡

じ
ゆ
ん
か
う行

等と
う

凡す

べ
て
例れ
い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
執し
つ
か
う行
す
る
こ
と
に
決け
つ

し
た
り
其そ
の

次し
だ
い第
は
左さ

の
如ご
と

し

十
月が

つ

三
日か　

神み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
○
同ど
う
じ
つ日　

稚ち

ご兒
社し
や
さ
ん参
○
七
日か　

神み
こ
し輿
四
條で
う

御お
た
び
し
よ

旅
所
へ
神し
ん
か
う幸
○
十
日か　

鉾ほ
こ

建た
て

○
十
二
日に
ち　

鉾ほ
こ

曳ひ
き

初ぞ
め

○
同ど
う
じ
つ日　

山や
ま

建た
て

○
十
四
日か　

山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う
行
、
神み
こ
し輿
還か
ん
か
う幸

例れ
い
ね
ん年
は
七
月が
つ

十
七
日に
ち

と
二
十
四
日か

の
両れ
う
じ
つ日
な
れ
ど
も
本ほ
ん
ね
ん年
は
紀き
ね
ん
さ
い

念
祭
時じ
だ
い
ま
つ
り

代
祭
等と
う

あ
り
又ま
た

經け
い
ひ費
の
都つ
が
ふ合
も
あ
る
に
よ
り
來ら
い
げ
つ月
十
四
日か

の
一
日に
ち

に
両れ
う
じ
つ日
分ぶ
ん

各か
く

山や
ま
ほ
こ鉾
の
巡じ
ゆ
ん
か
う行を
爲な

す
こ

と
と
し
其そ

の

順じ
ゆ
ん
ろ路
は
例れ
い
ね
ん年
通ど
ほ

り
な
れ
ど
も
混こ
ん
ざ
つ雑
を
防ふ
せ

ぐ
爲た

め
十
七
日に
ち

祭ま
つ
りの
鉾ほ
こ

が
四
條で
う

通
ど
ほ
り

寺て
ら
ま
ち町
を
南み
な
みへ
曲ま
が

る
を
俟ま
つ

て
二
十
四
日か

祭ま
つ
りの
山や
ま
ほ
こ鉾
は
三
條で
う

通ど
ほ
りよ
り
寺て
ら
ま
ち町
に
出い

で
四
條で
う

通ど
ほ
りを

西に
し

へ
巡じ
ゆ
ん
か
う行す
る
こ
と
と
爲な

し
て
車
く
る
ま

掛か

け
を
省は
ぶ

き
尚な

ほ
鉾ほ
こ

の
稚ち

ご兒
は
絽ろ

の
衣い
せ
う裳
を
着つ

く
る

例れ
い

な
れ
ど
も
秋し
う
れ
い冷
の
際さ
い

ゆ
ゑ
羽は
を
り
は
か
ま

織
袴
の
扮い
で
た
ち装
と
爲な

す
由よ
し

因ち
な
みに
記し
る

す
渡わ
た
な
べ邊
知ち

じ事
は
昨さ
く
じ
つ日

八や
さ
か坂
神じ
ん
し
や社
宮ぐ
う
じ司
清せ

い々

講か
う
し
や社
幹か
ん
じ事
等ら

を
府ふ
て
う廳
へ
召せ
う
し
ふ集
し
來ら
い
げ
つ月
は
未い
ま

だ
惡あ
く
え
き疫
全ぜ
ん
め
つ滅
と
も
云い

ひ

が
た
く
殊こ

と

に
紀き
ね
ん
さ
い

念
祭
の
爲た

め
市し
ち
う中
大お
ほ
いに
賑に
ぎ
はふ
べ
き
も
十
一
月が
つ

に
至い
た

れ
ば
一
時じ

に
火ひ

の
消き

へ
た
る
如ご
と

く
非ひ
ぜ
う常
の
冷れ
い
け
う況
を
見み

る
べ
け
れ
ば
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
を
十
一
月が
つ

に
執し
つ
か
う行
し
他た

地ち
は
う方
の

人ひ

と々

を
京け
う
と都
に
誘い
ざ
なふ
て
市し
な
い内
の
賑に
ぎ
はひ
を
來き
た

す
方か
た

得と
く
さ
く策
な
ら
ん
と
勸か
ん
い
う誘
せ
し
も
已す
で

に
前ぜ
ん
き記

の
通と

ほ

り
來ら
い
げ
つ月
十
四
日か

を
以も
つ

て
執し
つ
か
う行
す
る
こ
と
に
決け
つ
ぎ議
し
且か

つ
十
一
月が
つ

に
至い
た

れ
ば
年ね
ん
ま
つ末
に

近ち
か

づ
き
て
人に
ん
き氣
振ふ
る

は
ず
稚ち

ご兒
の
衣い
せ
う裳
ま
で
も
新し
ん
て
う調
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
大お
ほ
いに
經け
い
ひ費
を

要え
う

す
る
に
付つ

き
折せ
つ
か
く角
の
勸か
ん
こ
く告
な
れ
ど
も
之こ

れ
に
應お
う

ぜ
ざ
る
意い
か
う向
な
り
と
云

［
44
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
私し

さ
い祭
差さ
し
と
め止
を
解と

く　

豫か
ね

て
報は
う

ぜ
し
如ご
と

く
昨さ
く
じ
つ日
愈い

よ々

京け
う
と都
府ふ

令れ
い

第だ
い

七
十
三
號が
う

を
以も
つ

て

京け
う
と
し

都
市
一
般ぱ
ん

へ
本ほ
ん
ね
ん年
七
月が
つ

府ふ

令れ
い

第だ
い

五
十
六
號が
う

（
私し
さ
い祭
々〳
〵
れ
い禮
當た
う
ぶ
ん分
差さ
し
と
め止
の
件け
ん

）
は
本ほ
ん
じ
つ日

限か
ぎ
り

之こ
れ

を
廢は
い
し止
す
る
旨む
ね

達た
つ

し
た
り
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び
分ぶ
ん
し
よ署
に
對た
い

し
左さ

の
訓く
ん
れ
い令
を
發は
つ

し
た
り

官
國
幣
社
私
祭
及
府
社
以
下
祭
禮
幷
盆
踊
等
人
民
の
群
集
は
説
諭
の
上
延
期
又
は
停

止
方
本
年
八
月
訓
令
第
百
二
十
一
號
の
趣
も
有
之
候
處
病
勢
の
消
長
飲
食
物
注
意
の

到
否
に
依
て
は
適
宜
擧
行
せ
し
む
る
も
不
苦
儀
と
心
得
べ
し

［
49
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
四
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祭さ

い
じ
つ日
衛ゑ
い
せ
い生
注ち
う
い意
の
施し
か
う行
方か
た　

京け
う
と
ふ

都
府
検け
ん
え
き
い

疫
醫
市し

い醫
及お
よ

び
醫い
か
い
ゐ
ん

會
員
等ら

の
協け
ふ
ぎ議
決け
つ
て
い定
し
た

る
祭さ

い
じ
つ日
衛ゑ
い
せ
い生
上ぜ
う

注ち
う
い意
の
要え
う
け
ん件
は
前ぜ
ん
が
う號
欄ら
ん
が
い外
に
記き
さ
い載
せ
し
が
其そ
の

施し
か
う行
方は
う
は
ふ法
は
左さ

の
手て
つ
ゞ
き續
に

據よ

る
こ
と
と
定さ
だ

め
た
る
由よ
し

一　

 

各
警
察
署
詰
の
市
醫
并
に
檢
疫
官
は
該
警
察
署
長
と
協
議
し
管
轄
内
各
町
衛
生

組
長
并
に
総
代
集
合
協
議
の
上
別
紙
注
意
書
（
前
號
欄
外
所
載
）
の
各
項
を
各

戸
へ
諭
達
せ
し
む
る
樣
尽
力
す
る
事

一　

 

本
部
詰
検
疫
醫
官
は
祭
日
前
二
日
後
一
日
市
内
魚
市
場
を
衛
生
巡
査
と
共
に
檢

査
す
る
こ
と

一　

 

市
醫
并
に
各
署
詰
檢
疫
官
は
衛
生
關
係
者
と
共
に
管
轄
内
の
煮
羹
屋
す
し
屋
等

の
飲
食
店
料
理
店
宿
屋
等
を
時
々
巡
視
す
る
事

一　

 

衛
生
組
長
に
於
て
は
該
町
各
戸
を
祭
日
前
一
回
巡
視
し
別
紙
注
意
書
の
履
行
を

促
す
事

一　

衛
生
巡
査
は
前
各
項
の
塲
所
を
巡
視
説
諭
す
る
事

一　
 

所
轄
警
察
署
に
於
て
清
々
講
社
幹
事
其
他
神
事
役
員
へ
衛
生
上
注
意
方
を
指
示

す
る
事

［
50
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
十
三
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

を
ん園
の
神お
い
で
ま
つ
り

幸
祭　

一
昨さ
く
じ
つ日
は
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
の
神お
い
で幸
に
て
例れ
い
ね
ん年
の
通と
ほ

り
神み
こ
し輿
三
基き

は
八や

阪さ
か

ば
滊き
し
や車
滊き
せ
ん船
賃ち
ん

の
割わ
り
び
き引
も
あ
り
他た
ふ
け
ん

府
縣
よ
り
の
來ら
い
け
う
し
や

京
者
追お

ひ々

增ぞ
う
か加
す
べ
く
旁か

た々

其そ
の

期き
じ
つ日

を
紀き

ね
ん
さ
い

念
祭
の
間ま
ぎ
は際
ま
で
延の

ば
せ
ば
万ば
ん
じ事
都つ
が
ふ合
善よ

か
る
べ
し
と
恊け
ふ
ぎ議
し
け
れ
ば
総そ
う
だ
い代
等ら

も

數す
じ
つ日
の
日ひ
の
べ延
な
れ
ば
差さ
し
つ
か
へ支な
し
と
て
遂つ
ひ

に
前ぜ
ん
じ
つ日
の
決け
つ
ぎ議
を
取と
り
け消
し
左さ

の
日ひ
わ
り割
に
て
執し
つ
か
う行

す
る
こ
と
に
確か

く
て
い定
せ
り

十
月が

つ

七
日か　

神み
こ
し
あ
ら
ひ

輿
洗
○
十
一
日に
ち　

神じ
ん
か
う幸
○
十
二
日に
ち　

稚ち

ご兒
社し
や
さ
ん参
○
十
三
日に
ち　

鉾ほ
こ
た
て建
○

十
八
日に

ち　

山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う行
○
同ど
う
じ
つ日　

還か
ん
か
う幸
○
二
十
日か　

神
輿
洗

［
47
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
一
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ

お
ん園
新し
ん
ち地
の
揃そ
ろ

ひ
衣い
せ
う装　

徃む
か
し昔
よ
り
習な
ら
は
し慣
と
な
り
來き
た

り
た
る
も
の
ゝ
花く
わ
が
い街
に
多お
ほ

き
中な
か

に
祇ぎ
お
ん園
新し
ん
ち地
の
祇ぎ
お
ん
ゑ

園
會
に
は
帷か
た
び
ら子
に
て
祇ぎ
お
ん園
の
紋も
ん
ど
こ
ろ所
を
崩く
づ

し
摸も
や
う様
に
せ
し
揃そ

ろ
ひ
の

衣い
せ
う装
あ
り
し
が
明め
い

治
め（
マ
マ
）十
年ね
ん

の
頃こ
ろ

よ
り
此こ
の

曠は
れ
ぎ着
も
廢は
い
し止
と
な
り
て
隨ず
ゐ
い意
の
衣い
せ
う装
と
な
り

し
も
本ほ

ん
ね
ん年
は
流り
う
か
う
べ
う

行
病
も
減げ
ん
た
い退
し
祇ぎ
お
ん
ま
つ

園
祭
り
も
定さ
だ

ま
り
之こ
れ

に
加く
は

ふ
る
に
紀き
ね
ん
さ
い

念
祭
の
盛せ
い
き
よ擧
も

あ
れ
ば
定さ

だ

め
て
諸し
よ
こ
く國
の
人ひ
と

の
來き
た

り
集つ
ど

ふ
な
る
べ
し
此こ
の

盛せ
い
き
よ擧
を
期き

と
し
て
揃そ
ろ

ひ
の
衣い
せ
う装
に

復ふ
く

せ
ん
と
老ら
う
ぎ妓
連れ
ん

中ぢ
う

の
發は
つ
ぎ議
か
ら
女ぢ
よ
こ
う
ば

紅
塲
で
は
臨り
ん
じ
か
い

時
會
を
開ひ
ら

き
て
苦く

も
な
く
同ど
う
い意
し

地ぢ
し
つ質
は
染そ
め
か
た方
を
一
定て
い

す
べ
し
と
て
井ゐ
の
う
へ上
大だ
い
ま
る丸
へ
注ち
う
も
ん文
す
る
に
五
百
餘よ

枚ま
い

の
衣い
る
ゐ類
は
五

日か
ゝ
ん間
に
仕し

あ上
げ
て
渡わ
た

す
べ
き
約や
く
そ
く束
と
な
り
其そ
の

色い
ろ
あ
ひ合
は
藝げ
い
せ
う
ぎ

娼
妓
と
も
年ね
ん
れ
い齢
を
以も
つ

て
區く
べ
つ別
し

舞ま
い
ぎ妓
の
分ぶ
ん

は
紀き
ね
ん
さ
い

念
祭
を
持も

ち
合あ
は

せ
て
櫻
さ
く
ら

橘た
ち
ば
なの
崩く
づ

し
摸も
や
う様
と
な
し
紋も
ん

は
い
づ
れ
も
五
ツ

紋も
ん

に
て
各か
く
じ自
の
定ぜ
う
も
ん紋
を
附つ
く

べ
き
筈は
づ

な
れ
ど
も
斯
か
く（
マ
マ
）く
は
時じ
ゞ
つ日
切せ
つ
ぱ
く迫
し
て
間ま

に
合あ

ひ
が
た

し
と
て
祇ぎ

お
ん園
神じ
ん
し
や社
の
紋も
ん
ど
こ
ろ所を
つ
け
る
事こ
と

と
し
神し
ん
よ輿
渡と
ぎ
よ御
の
日ひ

よ
り
祭さ
い
て
ん
ち
う

典
中
は
此こ
の

衣い
る
ゐ類
に

て
、
ヘ
イ
今こ

ん
ば
ん晩
は
、
ね
へ
は
ん
大お
ほ

き
に

［
48
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
二
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祭さ
い
れ
い禮
等と
う

に
關か
ん

す
る
訓く
ん
れ
い令　

前ぜ
ん
が
う號
に
報は
う

ぜ
し
如ご
と

く
府ふ

知ち

じ事
は
京け
う
と
し

都
市
一
般ぱ
ん

に
對た
い

す
る

祭さ
い
れ
い禮
等と
う

差さ
し
ど止
め
の
府ふ
れ
い令
を
一
昨さ
く
じ
つ日
限か
ぎ

り
廢は
い
し止
せ
し
が
尚な

ほ
各か
く

郡ぐ
ん

役や
く
し
よ所
、
郡ぐ
ん

部ぶ

警け
い
さ
つ
し
よ

察
署
及お
よ
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南
観
音
山

［
53
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
十
九
日　
『
日
出
新
聞
』

　
　
　

●
し
ぶ
が
き

（
中
略
）

〇
市し

ち
う中　

も
賑に
ぎ
はひ
日ひ

ま増
し
に
繁は
ん
く
わ華
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
濟す

み
て
都み
や
こ
お
ど踊り
始は
じ
まら
ん
粋す
ゐ

も
不ぶ
す
ゐ粋
も
い
ざ
見み

に
往ゆ

け
秋あ
き

も
櫻さ
く
らの
花は
な
ざ
か盛
り
よ

［
54
］
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
三
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
練ね

り
も
の物
見み
あ
は合
せ　

祇ぎ

園
し
ん（
マ
マ
）
新し
ん
ち地
に
て
一
昨さ
く
ね
ん年
再さ
い
こ
う興
せ
し
同ど

新し
ん
ち地
の
練ね
り
も
の物
は
昨さ
く
ね
ん年
は

惡あ
く
え
き疫
の
爲た

め
見み
あ
は合
せ
た
る
が
五
□
組く
み
あ
ひ合
事じ
む
し
よ

務
所
に
て
は
非ひ
ぜ
う常
の
繁は
ん
ぼ
う忙
な
る
と
殊こ
と

に
惡あ
く
え
き疫

流り
う
か
う行
の
憂う
れ

ひ
も
あ
れ
ば
旁か

た々

本ほ
ん
ね
ん年
も
見み
あ
は合
す
事こ
と

に
成な

り
た
る
由

［
55
］
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
十
九
日　
『
日
出
新
聞
』

●
八や

さ
か坂
神じ
ん
し
や社
の
私し
さ
い祭　

八や
さ
か坂
神じ
ん
し
や社
に
て
は
例れ
い
ね
ん年
の
如ご
と

く
來き
た

る
七
月が
つ

一
日じ
つ

よ
り
左さ

の
日ひ
わ
り割

に
て
私し

さ
い祭
を
執し
つ
か
う行
す
る
由よ
し

尚な

ほ
山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う
行
の
路み
ち
す
ぢ筋
は
例れ
い
ね
ん年
と
同ど
う
や
う様
な
り
と

七
月
一
日　

鉾
囃
子
稽
古
始
○
同
日　

吉
符
入
式
○
十
日　

神
輿
洗
○
同
日
鉾
建
○

十
一
日　

鉾
稚
兒
社
参
○
十
四
日　

山
建
○
十
五
日　

鉾
曳
初
○
同
日　

鬮
取

（
十
七
日
分
廿
四
日
分
）
○
十
七
日　

山
鉾
巡
行
○
同
日　

御
神
幸
○
十
八
日　

観

音
山
建
○
二
十
一
日　

山
建
○
二
十
二
日　

曳
初
○
二
十
四
日　

山
巡
行
○
同
日　

御
神
幸
○
二
十
八
日　

神
輿
洗

［
56
］
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
十
日　
『
日
出
新
聞
』

●
下し

も
け
う
く

京
區
長て
う

の
告こ
く
ゆ諭　

辻つ
ぢ

下し
も
け
う
く

京
區
長て
う

は
追お

ひ々

夏か

き季
に
際さ
い

し
祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
も
既す
で

に
近き
ん
じ
つ日
に
あ
る

（
坂
）
神じ

ん
し
や社
拜は
い
で
ん殿
よ
り
鎧よ
ろ
ひ
む
し
や

武
者
は
松ま
つ
は
ら原
弓ゆ
み
や屋
町て
う

よ
り
い
づ
れ
も
八や
さ
か坂
神じ
ん
し
や社
に
参さ
ん
し
ふ集
し

氏う
ぢ
こ子

町て

う々

神じ
ん
じ事

掛が
ゝ
り

等ら

行げ
う
れ
つ列

し
て
午ご

後ゞ
五
時じ

頃ご
ろ

よ
り
神じ

ん
し
や社

を
出い

で
祇ぎ

を
ん
ま
ち

園
町
を
縄な

は
て手

に

縄な
は
て手
を
三
條で
う

へ
三
條で
う

を
川か
は
ら
ま
ち

原
町
へ
川か
は
ら
ま
ち

原
町
を
四
條で
う

御お
た
び
し
よ

旅
所
に
入い

り
し
は
八
時じ

頃こ
ろ

な
り
し

道み
ち
す
ぢ筋
は
何い
づ

れ
も
雑ざ
つ
た
ふ沓
し
た
り
し
も
警け
い
さ
つ
か
ん

察
官
の
注ち
う
い意
に
て
一
人に
ん

の
負ふ
せ
う傷
も
な
か
り
し
由

［
51
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
十
三
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん園
新し
ん
ち地
の
賑に
ぎ

は
ひ　

鉾ほ
こ

に
乗の

る
兒ち
ご

も
ま
つ
り
の
勢き
ほ

ひ
か
な
勢き
ほ

ひ
の
あ
る
夏な
つ

ま
つ
り

も
毒ど

く
だ
ち立
の
温う
ど
ん鈍
と
倶と
も

に
延の
び

た
寒さ
む

さ
に
勢き
ほ

ひ
も
ぬ
け
た
様や
う

な
る
が
勢き
ほ

ひ
づ
き
た
る
も
の
は

祇ぎ
を
ん
ま
ち

園
町
に
て
兼か
ね

て
の
報し
ら
せ道
の
如ご
と

く
新し
ん
て
ふ調
揃そ
ろ

ひ
の
衣い
せ
う裳
は
出で
き
あ
が

来
上
り
た
り
待ま
ち

に
待ま
ち

た
る
は

一
昨さ

く
じ
つ日
明あ

す日
か
ら
祇ま

つ

り
園
祭
と
粧よ
そ
ほひ
立た

て
年と
し
ご
ろ輩
に
よ
り
て
新し
ん

蝶て

ふ々

か
ら
先さ
き

か
う
が
い
イ
ビ

シ
水す

ゐ
せ
う晶
鴛を
し
ど
り鴦
と
髪か
み

に
は
種し

ゆ々

の
變か
は

り
は
あ
れ
衣い
せ
う装
簪か
ん
ざ
し插
は
殘の
こ

ら
ず
揃そ
ろ

ひ
て
是こ
れ

見み

よ
が
し

に
街ま

ち
ゝ
う中
を
あ
る
け
ば
忙せ
は

し
げ
に
青ち
や樓ゝ
へ
飛と
び
こ込
む
も
あ
り
早は
や

く
見み

せ
た
い
人ひ
と

も
あ
る
べ
く

巫ふ

ざ

け
山
戯
ら
れ
て
困こ
ま

り
し
輩や
か
らも
あ
ら
ん
此こ
の

花は
な
ぞ
ろ揃
を
見み

ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
と
繰く
り
こ込
む

連れ
ん
ち
う中
も
數あ
ま
た多
あ
り
て
同ど
う
し
よ所
は
虎こ

れ

ら
列
拉
以い
ら
い來
の
大お
ほ
い
き息
を
少せ

う々

吹ふ
き

か
へ
し
た
る
風ふ
ぜ
い情
に
て
花は
な

の
賣う
れ

高だ
か

も
一
万
以い
ぜ
う上
に
及お
よ

び
た
る
よ
し

［
52
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
月
十
七
日　
『
日
出
新
聞
』

●
祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
山や
ま
ほ
こ鉾
の
抽く
ぢ
ど
り籤　

祇ぎ
を
ん
ま
つ
り

園
祭
山や
ま
ほ
こ鉾
巡じ
ゆ
ん
か
う
行
の
順じ
ゆ
ん
ば
ん番に
付つ

き
例れ
い

の
通と
ほ

り
昨さ
く
じ
つ日
京け
う
と都
府ふ
て
う廳

に
於お

い

て
半な
か
ら
ゐ井
社し
や
じ寺
掛が
ゝ
り

屬ぞ
く

立た
ち

會あ

ひ
鉾ほ
こ

町て
う

総そ
う
だ
い代
登と
う
て
う廳
し
て
抽ち
う
せ
ん籤
し
た
る
處
と
こ
ろ

其そ
の

順じ
ゆ
ん
じ
よ序
左さ

の
如ご
と

し
長
刀
鉾
、
錦
天
神
山
、
山
伏
山
、
占
出
山
、
函
谷
鉾
、
油
天
神
山
、
木
賊
刈
山
、
郭

巨
山
、
鶏
鉾
、
孟
宗
山
、
保
昌
山
、
太
子
山
、
月
鉾
、
芦
刈
山
、
伯
牙
山
、
放
下
鉾
、

岩
戸
山
、
船
鉾
、

北
観
音
山
、
辨
慶
山
、
八
幡
山
、
役
行
者
山
、
鈴
鹿
山
、
鯉
山
、
常
明
山
、
黑
主
山
、
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縮ち
ゞ
み

又ま
た

は
明あ
か
し石
又ま
た

は
絽ろ

抔な
ど

に
仕し

替か
へ

も
の
あ
り
た
れ
ど
是こ
れ

は
極ご

く々

僅は
づ
か少
に
て
染そ
め
や屋
の
賑に
ぎ
はひ

に
は
な
り
さ
う
に
も
ゆ
か
ず
一
般ぱ

ん

に
は
奈な
ら
ざ
ら
し

良
晒
の
押お
し
だ出
し
に
て
座ざ
し
き敷
仕じ
ま
ひ舞
に
は
水み
ず

霧ぎ
り

吹ふ

い
て
大お
ほ
き
り切
に
仕し
ま
ひ舞
込こ

む
と
舞ま
ひ
こ妓
連れ
ん

の
赤あ
か
い
り入
な
ど
は
赤あ
か

う
浸し

み
出だ

し
て
摸も
や
う様
も
滅め
ち
や茶
に
な

る
と
如ど

う何
見み

て
も
髪か
み
ゆ
ひ
ど
こ

結
床
の
暖の
れ
ん簾
が
雨あ
ま

さ
ら
し
と
な
つ
た
と
よ
り
外ほ
か

受う
け
と取
れ
ず
新し
ん
き規
に

染そ
め
な
ほ直
し
は
日に
つ
す
う數
が
足た

ら
ず
是こ
れ

を
着き

て
出で

ぬ
と
忽た
ち

ま
ち
女に
よ
こ
う
ば

紅
塲
か
ら
お
目め
だ
ま玉
に
て
花は
な
ゆ
き行

差さ
し
ど止
め
と
い
ふ
束そ
く
ば
く縛
壓あ
つ
せ
い制
的て
き

命め
い
れ
い令
を
下く
だ

さ
る
ゝ
藝げ
い

妓
し
や（
マ
マ
）舞ま
ひ
こ妓
は
困こ
ま

つ
た
〳
〵
困こ
ま

つ
た

上う
へ

の
泣な
き
な
み
だ泪が
終つ
ひ

に
積つ
も

り
て
廿
一
二
日に
ち

の
霖り
ん
う雨
に
な
り
た
り
と
は
天て
ん
だ
う
さ
ま

道
様
よ
り
確た
し

か
に
お

飛ひ
き
や
く脚
あ
り
て
聞き
ゝ
え得
た
る
處と
こ
ろな
り
此こ

の
間ま

に
合あ

は
ず
笑わ
ら

は
れ
種た
ね

く
さ
ゝ
れ
艸く
さ

の
着き
も
の物
が
一

枚ま
い

七
圓ゑ
ん

五
十
錢せ
ん

と
は
馬ば

か鹿
〳
〵
し
い
と
お
客き
や
くの
前ま
へ

で
愚ぐ

ち痴
を
こ
ぼ
し
て
暗あ
ん

に
女に
よ
こ
う
ば

紅
塲
の

係か
ゝ

り
役や
く

を
罵の
ゝ

し
つ
て
少す
こ

し
は
胸む
ね

を
晴は
ら

し
て
も
モ
ウ
一
日に
ち

よ
と
辛し
ん
ば
う抱
し
て
ツ
ヒ
〳
〵

祇ぎ
を
ん
ゑ

園
會
中ち
う

着き

と
ほ
す
と
は
祇ぎ
を
ん
を
ん
な

園
女
の
柔じ
ふ
じ
ゆ
ん順な
る
處
と
こ
ろ

東と
う
け
う
は
だ

京
肌
の
活か
つ
ぱ
つ潑
な
る
も
の
一ひ
と
り人
も
な

き
故ゆ

ゑ

に
し
て
女に
よ
こ
う
ば

紅
塲
の
壓あ
つ
せ
い制
は
ま
す
〳
〵
萬ば
ん
ざ
い歳
な
る
べ
し
如い

ま今
は
土ど
よ
う用
見み
ま
ひ舞
の
入に
ふ
よ
う用
時ど
き

に
て
團う
ち
わ扇
も
下く
だ

つ
た
譯わ
け

に
あ
ら
ね
ば
外ほ
か

に
な
に
か
と
穿せ
ん
さ
く鑿
す
る
妓こ

も
あ
る
よ
し
何な
に

を
い

ふ
に
も
お
金か

ね

と
相さ
う
だ
ん談
で
腹は
ら

の
痛い
た

ま
ぬ
工く
ふ
う夫
が
肝か
ん
じ
ん腎
な
ら
ん
―
―
と
は
向む
か

ふ
が
却か
へ
つて
先せ
ん
こ
く刻

承
知
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●
祇ぎ

を
ん
ま
つ
り

園
祭
の
當た
う
じ
つ日　

昨さ
く
ね
ん年
の
當た
う
じ
つ日
は
雨う
て
ん天
に
て
錦き
ん
し
う繍
の
粧せ
う
ぐ具
金き

ん銀
の
金か
な
も
の物
悉し
つ
か
い皆
油あ
ぶ
ら
が
み
紙
に

包つ
ゝ

ま
れ
て
合か
つ
ぱ羽
の
行げ
う
れ
つ列
の
哀あ
は

れ
な
る
さ
ま
な
り
し
が
本ほ
ん
ね
ん年
は
天て
ん
き氣
つ
ゞ
き
に
て
昨さ
く
じ
つ日
は

殊こ
と

に
よ
く
晴は
れ

た
る
上う
へ

に
南な
ん
せ
い西
の
薫く
ん
ふ
う風
徐お
も

む
ろ
に
吹ふ
き

送お
く

り
て
膚は
だ

心こ
ゝ
ろの
よ
ろ
し
き
ま
ゝ
朝て
う
ら
い來

の
人ひ

と
で出
は
實じ
つ

に
夥お
び
た多ゞ
し
く
四
條で
う

通ど
ほ

り
よ
り
巡じ
ゆ
ん
か
う行の
道み
ち
す
じ筋
に
至い
た

れ
ば
熱ね
つ
ど度
は
人に
ん
き氣
の
爲た

め

に
高た

か

く
な
り
て
寒か
ん

暖だ
ん

計
け
う（
マ
マ
）の
度ど
す
う數
を
狂く
る

は
ず
に
足た

る
べ
く
見み

受う

け
た
る
が
家い

へ々

に
て
は

常ぜ
う
し
き式
の
來ら
い
き
や
く客あ
れ
ど
も
他た
こ
く國
の
取と
り
ひ
き
さ
き

引
先
よ
り
來き

た
る
も
の
は
例れ
い
ね
ん年
よ
り
少す
く

な
き
や
う
に

て
此こ

の
頃ご
ろ

は
外が
い
こ
く
に
ん

國
人
も
避ひ
し
よ暑
を
兼か

ね
て
入に
ふ
け
う京
す
る
も
の
多お
ほ

き
も
本ほ
ん
ね
ん年
は
米べ
い
せ
い西
の
戦せ
ん
そ
う争
あ

を
以も

つ

て
昨さ
く
じ
つ日
一
遍ぺ
ん

の
告こ
く
ゆ諭
を
區く
な
い内
各か
く

衛ゑ
い
せ
い生
組く
み
て
う長
幹か
ん
じ事
へ
發は
つ

し
一
般ぱ
ん

へ
通つ
う
ち知
方か
た

を
照せ
う
か
い會
せ

し
が
其そ

の

要え
う
て
ん点
は
此こ
の

際さ
い

衛ゑ
い
せ
い生
上ぜ
う

の
注ち
う
い意
を
尤も
つ
とも
嚴げ
ん
ぢ
う重
に
す
べ
く
左さ

き記
の
項こ
う

は
殊こ
と

に
實じ
つ
か
う行
を

望の
ぞ

む
と
云い

ふ
に
あ
り

一
赤せ

き
は
ん飯
及お
よ

び
冷
ひ
や
し

素そ
う
め
ん麺
□そ
の

他た

の
飲い
ん
し
よ
く
ぶ
つ

食
物
を
過く
わ
し
よ
く食せ
ざ
る
事こ
と

一
聊い
さ
ゝか
た
り
と
も
腐ふ
は
い敗
に
傾か
た
むき
し
者も
の

は
飲い
ん
し
よ
く食せ
ざ
る
事こ
と

一
生き
み
ず水
を
飲の

む
べ
か
ら
ず

一
深し

ん
か
う更
夜よ
つ
ゆ露
の
下も
と

に
飲い
ん
し
よ
く食し
又ま
た

は
遊い
う
け
う興
せ
ざ
る
事
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●
祇ぎ
お
ん
ゑ

園
會
の
祇ぎ
お
ん
ま
ち

園
町　

諸し
よ

物ぶ
つ
か價
の
騰と
う
き貴
に
も
拘か
ゝ

は
ら
ず
い
つ
も
同ど
う
や夜
の
祇ぎ
お
ん
ま
ち

園
町
は

祇ぎ
お
ん
ゑ

園
會
と
な
り
て
一
層そ
う

景け
い
き氣
を
持も
ち
こ込
み
各か
く

席せ
き

と
も
非ひ
ぜ
う常
の
賑に
ぎ

は
ひ
と
い
ふ
風ふ
う

に
て
去さ

る

十
日か

以い
ら
い來
毎ま
い
に
ち日
の
花は
な
か
づ數
平な
ら
し均
二
万
内な
い
が
い外
の
箱は
こ

を
飛と
ば

し
十
七
日に
ち

の
當た
う
じ
つ日
に
は
二
万
五
千
の

花は
な

に
二
千
餘よ

個こ

の
約や
く
そ
く束
と
は
魂た
ま
げ消
た
次し
だ
い第
な
が
ら
諸し
よ

商せ
う
げ
ふ業
と
も
一
般ぱ
ん

の
上ぜ
う
け
い
き

景
氣
か
ら
と

思お
も

へ
ば
何な
に

と
や
ら
頼た
の
も母
し
く
其そ
の

後ご

ド
シ
ヤ
降ふ

り
の
霖り
ん
う雨
に
て
人に
ん
き氣
も
濕し
め

れ
ば
城ぜ
う
な
ん南
地ち
は
う方

は
床ゆ

か

浸ひ
た

し
も
あ
り
と
て
花は
な
か
ず數
は
一
万
七
八
千
に
減げ
ん

じ
た
れ
ど
も
廿
一
日に
ち

の
土ど
よ
う用
次じ
ら
う郎
が

三
郎ら

う

へ
つ
ゞ
い
て
棒ぼ
う

を
降ふ

ら
す
様や
う

な
大た
い
う雨
あ
り
た
れ
ど
も
鴨か
も
が
は河
の
增ぞ
う
す
ゐ水
ソ
レ
面お
も
し
ろ白
か
ら

ん
と
出で

か
く
る
人ひ
と

あ
り
忽た
ち

ま
ち
二
万
以い
ぜ
う上
の
花は
な

に
持も
ち

か
へ
り
廿
三
日に
ち

の
宵よ
ひ
や
ま山
か
ら
當た
う
じ
つ日

に
か
け
て
は
終つ

ひ

に
二
萬
三
千
以い
ぜ
う上
と
の
呼よ
び
ご
ゑ聲
を
聞き

く
に
至い
た

れ
り
昨さ
く
ね
ん年
は
各か
く
し
よ所
宴え
ん
か
い會
流り
う
か
う行

な
り
し
か
ど
流さ

す
が石
に
憚は
ゞ

か
る
處と
こ
ろも
あ
り
殊こ
と

に
拉ら
べ
う病
の
爲た

め
に
温う
ど
ん飩
の
延の
び

た
よ
り
面お
も
し
ろ白
か

ら
ぬ
祇ま

つ

り
園
祭
な
ど
に
て
正せ
う
み味
の
實み
い
り入
は
尠す
く

な
く
箱は
こ
い
り入
抔な
ど

は
上ぜ
う
と
う等
株か
ぶ

に
の
み
附つ
き

ま
と
ひ
し

が
本ほ

ん
ね
ん年
は
中ち
う
と
う等
以い

か下
に
も
及お
よ

ぼ
し
今こ
ん
ご後
仕し
こ
み込
の
少す
く

な
き
よ
り
一
般ぱ
ん

の
潤う
る

ほ
ひ
と
な
り
し

か
ど
も
只た

ゞ

困こ
ま

つ
た
の
一
事じ

は
奈な
ら
ざ
ら
し

良
晒
の
一そ
ろ
い齋
祭ま
つ
り
ぎ着
に
て
客き
や
くの
顔か
ほ

さ
へ
見み

る
と
一
度ど

は
必か
な

ら
ず
小こ
ゞ
と言
を
い
は
れ
二
度ど

は
其そ
の

揃そ
ろ
い衣
な
ら
モ
ウ
来く

る
な
と
い
は
れ
三
度ど

は
鴨
か
は（
マ
マ
）西に
し

へ
迯に

げ
様や
う

か
と
叫さ
け

ば
る
ゝ
程ほ
ど

に
て
女ぢ
よ
こ
う
ば

紅
塲
の
命め
い
れ
い令
心こ
ゝ
ろに
か
け
ぬ
上ぜ
う
と
う等
連れ
ん

は
早は
や

く
よ
り
越ゑ
ち
ご後
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●
祇ぎ

お
ん
の
ゑ

園
會
に
付つ

き
注ち

う
い意　

角す
み

松ま
つ
は
ら原

警け
い
さ
つ
し
よ

察
署
長て

う

は
昨さ

く
じ
つ日

其そ
の

所し
よ
か
つ轄

内な
い

な
る
八や

さ
か阪

神じ
ん
し
や社

氏う
ぢ
こ子

各か
く

組ゝ
み

の
衛ゑ
い
せ
い生
幹か
ん
じ事
を
召せ
う
か
ん喚
し
衛ゑ
い
せ
い
ぜ
う

生
上
左さ

の
事じ
こ
う項
を
各か
く

町て
う

人じ
ん
み
ん民
に
洩も

れ
な
く
注ち
う
い意
す
べ
き
旨む
ね

訓く
ん
じ示
し
た
る
由よ
し

一 

ラ
ム
ネ
、
蜜み
か
ん
す
ゐ

柑
水
、
肉に
つ
け
い
す
ゐ

桂
水
、
生き
み
づ水
、
氷
こ
ほ
り
み
づ水
等と
う

は
成な

る
べ
く
飲い
ん
よ
う用
す
べ
か
ら
ざ
る

事こ
と

一 

神み
こ
し輿
渡と
ぎ
よ御
の
節せ
つ

は
煮し
や
ふ
つ沸
し
た
る
水み
づ

の
外ほ
か

路ろ
ば
う傍
に
生き
み
づ水
を
出い
だ

し
て
飲い
ん
よ
う用
に
供け
う

す
べ
か

ら
ざ
る
事こ

と

一
暴ば
う
い
ん飲
過か
し
よ
く食
□
慎つ
ゝ
しむ
べ
き
事こ
と

一
深し
ん
や夜
に
至い
た

る
ま
で
宴え
ん
い
ん飲
す
べ
か
ら
ざ
る
事こ
と

り
ペ
ス
ト
の
流り
う
か
う行
旁か
た

平へ
い
ね
ん年
の
半は
ん
す
う數
に
も
至い
た

ら
ず
と
い
ふ
偖さ

て
山や
ま
ほ
こ鉾
は
午ご
ぜ
ん前
九
時じ

よ
り
渡わ
た

り
初は

じ
め
て
祇ぎ

お
ん園

囃ば
や
し子

は
四あ

た
り隣

を
動う

ご

か
し
鬮く

じ
ゝ
ゆ
ん順に

て
寺て

ら
ま
ち町

へ
渡わ

た

り
來き

た
る
が
鬮く

じ

渡わ
た

し
の

塲ば
し
よ所
は
四
條で
う

高た
か
く
ら倉
東ひ
が
しへ
入い

る
今い
ま
ゐ井
方か
た

な
り
し
か
ど
も
同ど
う

家け

は
忌き
ち
う中
に
て
同ど
う

町て
う

の
春は
る
き木
藤と
う

七
方か
た

へ
代か
は

り
此こ

夜ゝ
へ
片か
た
や
ま山
下し
も
げ
う
く

京
區
長て
う

は
生う
ぶ
が
た形
平ひ
ら
せ瀬
両れ
う

書し
よ
き記
を
隨し
た

が
へ
て
出し
ゆ
つ
て
う張し
順じ
ゆ
ん
じ次
鬮く
じ

渡わ
た

し
を
濟す
ま

し
た
る
が
是こ

れ
の
渡わ
た

し
方か
た

は
一
種し
ゆ

の
古こ
て
い体
を
存そ
ん

し
瞬し
ゆ
ん
か
ん間の
動ど
う
さ作
に
も
頗す
こ

ぶ
る

体て
い
さ
い裁
の
可か

ひ否
あ
る
も
の
に
て
本ほ
ん
ね
ん年
は
一
文も
ん
じ字
笠が
さ

を
取と
り

拂は
ら

ふ
文ふ
ば
こ筥
の
紐ひ
も

の
捌さ
ば

き
方か
た

等と
う

占う
ら
で
や
ま

出
山
が
第だ
い

一
な
り
し
と
噂う
は

さ
す
市し
な
い内
下し
も
げ
う
く

京
區
の
三
警け
い
さ
つ
し
よ

察
署
は
十
一
小せ
う
が
く
か
う

學
校
を
臨り
ん
じ時

集し
ふ
か
い
し
よ

會
所
と
し
非ひ
ば
ん番
巡じ
ゆ
ん
さ査
も
総そ
う
で出
に
て
道み
ち
す
ぢ筋
へ
配は
い
ち置
し
憲け
ん
ぺ
い兵
も
非ひ
ち
よ
く直
と
も
総そ
う
で出
に
て
警け
い
か
い戒

せ
り
、
先せ

ん
と
う登
の
長な
ぎ
な
た
ほ
こ

刀
鉾
が
松ま
つ
は
ら原
烏か
ら
す
ま丸
に
到い
た

り
し
は
正せ
う
ご午
に
て
同ど
う

鉾ほ
こ

町て
う

は
因い
な
ば幡
藥や
く
し
ど
う

師
堂
に

て
晝ち

う
は
ん
せ
き

飯
席
を
各か
く

山や
ま
ほ
こ鉾
は
開か
い
ち智
小せ
う
が
く
か
う

學
校
及お
よ

び
松ま
つ
は
ら原
の
大だ
い
ま
る丸
、
浄ぜ
う
こ
く
じ

國
寺
、
永え
い
や
う
じ

養
寺
、
法は
ふ
ね
ん
じ

然
寺

等と
う

に
て
中ち
う
じ
き
せ
き

食
席
と
し
順じ
ゆ
ん
じ次
居ゐ

町ま
ち

へ
復ふ
く

せ
し
は
午ご

後ゝ
二
時じ

よ
り
三
時じ

の
間あ
ひ
だに
て
あ
り
し
、

巡じ
ゆ
ん
か
う行
道み
ち
す
ぢ筋
に
は
數す
う
た多
の
氷こ
ほ
り
み
せ店あ
り
し
か
ど
も
割わ
り
あ
ひ合
ほ
ど
の
□
き
や
く

□
□
へ
ず
山や
ま
ほ
こ鉾
の
番ば
ん
づ
け附

賣う
り

も
左さ

の
み
は
賣う
れ

行ゆ

か
ず
シ
ヤ
ボ
ン
玉だ
ま

の
み
よ
く
賣う

れ
し
は
子こ
ど
も供
に
不ふ
け
い
き

景
氣
な
き
故ゆ
ゑ

な

ら
ん
、
此こ

の

見け
ん
ぶ
つ物
に
他た
こ
く國
よ
り
入い

り
來き
た

る
も
の
數か
ず

を
し
ら
ね
ど
七
條で
う

の
停て
い
し
や
で
う

車
塲
に
て
調て
う
さ査

す
れ
ば
午ご

ぜ
ん前
七
時じ

三
十
五
分ふ
ん

仝ど
う

五
十
三
分ぷ
ん

九
時じ

十
三
分ふ
ん

着ち
や
くの
乗ぜ
う
か
く客
は
六
七
分ぶ

方が
た

祭さ
い
れ
い禮
の

見け
ん
ぶ
つ物
に
て
此こ
の

比ご
ろ

の
平へ
い
き
ん均
三
千
二
三
百
人に
ん

な
る
に
昨さ
く
じ
つ日
は
四
千
七
八
百
人に
ん

を
揚あ

げ
た
り
此こ
の

外ほ
か

奈な

ら良
、
嵯さ

が峨
の
両れ
う

鐡て
つ
だ
う道
又ま
た

は
伏ふ
し
み見
の
電で
ん
て
つ鐡
等ら

も
多た
す
う數
の
祭さ
い
れ
い禮
見け
ん
ぶ
つ物
を
運う
ん
ぱ
ん搬
し
來き
た

り
し

由よ
し

、
此こ
の

外ほ
か

來ら
い
じ
ん人
の
饗も
て

な
し
又ま
た

は
其そ
の

他た

の
見け
ん
ぶ
つ
き
や
く

物
客
の
饗も
て

な
さ
る
ゝ
錦に
し
きの
店み
せ

の
賣う
れ

行ゆ

き
は

前ぜ
ん
ね
ん年
に
比ひ

し
て
減げ
ん
せ
う少
し
殊こ
と

に
鯖さ
ば

蛸た
こ

の
不ふ
せ
う
か
ぶ
つ

消
化
物
は
其そ
の

需じ
ゆ
よ
う用
大お
ほ

き
に
減げ
ん

じ
た
る
全ま
つ

た
く

衛ゑ
い
せ
い生
注ち
う
い意
の
結け
つ
か果
な
る
べ
き
も
鯛た
ひ

鱧は
も

の
類る
い

は
左さ

ま
で
減げ
ん

じ
も
せ
ず
各か
く

料れ
う
り
や

理
屋
も
相さ
う
た
う當
の

注ち
う
も
ん文
あ
れ
ど
赤あ
か
め
し飯
は
年ね

ん々

減げ
ん
せ
う小
す
る
体て
い

な
り
晩ば
ん
け
い景
に
な
り
て
木き
や
ま
ち

屋
町
先ぽ
ん
と
て
う

斗
町
其そ
の

他た

の
床ゆ
か

は
先ま

づ
例れ
い
ね
ん年
の
如ご
と

き
來ら
い
き
や
く客な
り
と
思お
も

は
れ
た
り


